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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　毛髪をブリーチするための組み合わせ物であって、該組み合わせ物は、
（ａ）ブリーチ処理粉末と過酸化水素と水とを含む第１調合物；及び
（ｂ）活性剤を含む第２調合物
を含み、該活性剤は、

【化１５】

であり、
該第１調合物及び該第２調合物は、同時に該毛髪に塗布されることを特徴とし、
該活性剤は、該組み合わせ物に対して０．１重量％～５重量％の範囲の量で存在する、組
み合わせ物。
【請求項２】
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　前記活性剤は、前記第２調合物に対して１重量％～１０重量％の範囲の量である、請求
項１に記載の組み合わせ物。
【請求項３】
　前記活性剤は、前記第２調合物に対して０．５重量％～３重量％の範囲の量である、請
求項２に記載の組み合わせ物。
【請求項４】
　前記活性剤は、前記組み合わせ物に対して０．１重量％～３重量％の範囲の量である、
請求項１に記載の組み合わせ物。
【請求項５】
　前記第２調合物は、液体、ゲル、クリーム、またはローションの形態である、請求項１
～４のいずれか１項に記載の組み合わせ物。
【請求項６】
　前記第１および第２調合物を同時に前記毛髪に塗布した後、前記第２調合物は１回以上
繰り返して前記毛髪に塗布されることを特徴とする、請求項１～５のいずれか１項に記載
の組み合わせ物。
【請求項７】
　前記第１および第２調合物を同時に前記毛髪に塗布した後、前記毛髪は、すすがれ、及
び／あるいはシャンプーで洗浄されることを特徴とする、請求項１～６のいずれか１項の
記載の組み合わせ物。
【請求項８】
　前記第１調合物および前記第２調合物が、使用時かつ塗布前に混合される、請求項１～
７のいずれか１項に記載の組み合わせ物。
【請求項９】
　前記第２調合物は更に、水、界面活性剤、ビタミン、天然エキス、防腐剤、キレート剤
、香料、酸化防止剤、タンパク質、アミノ酸、保湿剤、芳香剤、軟化剤、浸透剤、増粘剤
、粘度調整剤、毛髪固定剤、フィルム形成剤、乳化剤、不透明化剤、噴霧剤、液体ビヒク
ル、担体、塩、ｐＨ調整剤、中和剤、緩衝剤、毛髪コンディショニング剤、帯電防止剤、
縮毛防止剤、ふけ防止剤及びこれらの組み合わせから成る群より選択される１種以上の化
粧品として許容可能な賦形剤を含む、請求項１～８のいずれか１項に記載の組み合わせ物
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は２０１４年５月１６日付米国特許仮出願第６１／９９４，７０９号に対する優
先権を主張するものであり、上記出願の開示は参照によりその全体が本明細書に援用され
る。
【０００２】
　本発明は全体として、毛髪、皮膚または爪中のケラチンを処理するための、特に着色ま
たはウェーブパーマ処理中またはその後の毛髪を強化及び／または修復するための調合物
及び方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　毛髪着色は現在、世界的に認められているファッション現象である。着色処理には毛髪
の着色、ハイライト処理及びブリーチ処理が挙げられる。着色製品は数種のタイプに分類
することが可能であり、これには持続的、半持続的、やや持続的及び一時的な着色調合物
が挙げられる。持続的な毛髪着色製品が世界市場の大半を占めている。
【０００４】
　毛髪染色に対する様々なアプローチの開発に多大な労力が向けられており；これらには
、酸化染料、直接作用染料、天然染料、金属染料及び反応性染料が挙げられる。多くの毛
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髪着色調合物、特に持続性着色調合物は毛髪中のジスルフィド結合を切断し、毛髪着色染
料及びブリーチ処理剤の毛髪への浸透を深くする還元剤を使用している。
【０００５】
　毛髪中のジスルフィド結合鎖は、ウェーブパーマや縮毛矯正プロセス中など、還元剤の
塗布によっても切断される。ジスルフィド結合が切断された後、毛髪は最終的なスタイル
（例えば、ストレート、ウェーブまたはカール）を確立するまでストレス下に置かれ、ジ
スルフィド結合が再確立する。
【０００６】
　チオグリコール酸は、特にアンモニウム塩として、毛髪中に存在するシステインジスル
フィド結合を切断するために使用することが多い。重亜硫酸ナトリウムは、着色処理での
多様な染料及びブリーチ処理剤に一般的に使用される公知の還元剤の別の例である。
【０００７】
　通常、過酸化水素などの酸化剤が着色調合物中に存在するとき、及び／または毛髪を雰
囲気酸素に曝露することにより、還元された結合を復元する酸化が部分的に得られる。し
かし、この酸化工程は非常に緩徐であり、毛髪の縮れやダメージが残る可能性がある。
【０００８】
　同様に、ウェーブパーマ処理している毛髪は通常、還元剤、その後の酸化剤で処理する
。過酸化水素は場合により、毛髪を以前の状態に復元する第２工程で添加する。処理した
毛髪の新たに形成されたジスルフィド結合は毛髪の新たな形状を維持するためにストレス
下にあり；従って、それらは容易に切断され、経時的にヘアスタイルが元に戻る。
【０００９】
　ヘアスタイリングプロセスにおいて過酸化物を使用すると、髪がダメージを受け、髪か
ら非天然の色が落ち、および／あるいは髪が縮れる可能性がある。更に、酸化処理後でさ
え、毛髪中に潜在的な還元チオールの一部が残る場合がある。過酸化物でのヘアスタイリ
ング処理は、以下のチオール基との反応を含む：
　２Ｋ‐Ｓ‐Ｈ＋Ｈ２Ｏ２→Ｋ‐Ｓ‐Ｓ‐Ｋ＋２Ｈ２Ｏ　（反応Ｉ）
　式中、Ｋは毛髪中のケラチンを表す。
【００１０】
　反応Ｉを起こすための２つのＫ‐Ｓ‐Ｈ基が存在しない場合、以下の反応が起こり、こ
れが毛髪にダメージを与えると考えられている：
　Ｋ‐Ｓ‐Ｈ＋Ｈ２Ｏ２→Ｋ‐ＳＯ２‐ＯＨ　（反応ＩＩ）。
【００１１】
　毛髪中の主成分であることに加えて、ケラチンは皮膚及び爪の主成分でもある。多数の
異なるタイプのケラチンが存在し、それらは一般的に軟質または硬質ケラチンに分類され
る。軟質ケラチンは皮膚に多く存在し、一方、硬質ケラチンは毛髪や爪に多く存在する。
爪は特に、毛髪に見られるものと類似した修飾ケラチンから形成されている。爪中のケラ
チンのジスルフィド結合はその不浸透性に寄与している。そのため、皮膚や爪中に存在す
るケラチンのジスルフィド架橋がダメージを受けると、皮膚もしくは爪が不健康になるか
、および／あるいは鱗状になる可能性がある。従ってケラチンのジスルフィド架橋を維持
することは、皮膚を健康に維持し、爪のひびや割れを防止することに役立つ。
【００１２】
　着色処理を施す際、彩度、発色、正確な初期色一致、洗濯堅牢度の改善及び毛髪調整の
改善の領域で実質的な改善が必要である。例えば、望ましい期間、正確な初期色を毛髪で
保持することは未だ捉えどころのない目標である。着色調合物はまた、特に着色処理が繰
り返される場合に深刻な毛髪のダメージも引き起こす。更に、毛髪への様々な標準的日常
行動、例えば毛髪のブラッシング、毛髪のブロー乾燥、及び日光の曝露は毛髪に一層のダ
メージを引き起こす可能性がある。
【００１３】
　ウェーブパーマ処理からも毛髪に類似のダメージが生じる可能性がある。着色処理及び
ウェーブパーマ処理の両方において、このようなスタイリングの処理中またはその後に、
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毛髪のダメージ修復及び／または強化のために改善も必要になる。また、改善された処理
及び方法が必要であり、これを皮膚及び爪に適用し、ダメージを受けたケラチンを修復す
ることが可能になる。
【００１４】
　還元処理を利用する着色及び／またはウェーブパーマ処理からダメージを受けた毛髪内
のケラチンを修復及び／または強化する毛髪調合物及び処理が必要とされている。
【００１５】
　毛髪に存在する潜在的還元チオールを修復できる毛髪調合物及び処理も必要とされてい
る。
【００１６】
　皮膚及び毛髪に存在するケラチンへのダメージを修復できる調合物及び処理も必要とさ
れている。
【００１７】
　従って、ダメージを受けた毛髪を修復及び／または強化するために改善された調合物及
び方法を提供することが本発明の目的である。
【００１８】
　また、着色またはウェーブパーマ処理の後及び／またはその間に毛髪を修復及び／また
は強化する調合物を使用するための方法を提供することも本発明の目的である。
【００１９】
　また、還元処理後に毛髪を修復及び／または強化するために複数の調合物、及びこれら
の調合物を使用する方法を提供することも本発明の目的である。
【００２０】
　自然の摩損または自然の老化により毛髪、皮膚または爪中のケラチンを修復及び／また
は強化する複数の調合物、及びこれらの調合物を使用するための方法を提供することも本
発明の目的である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　毛髪着色またはウェーブパーマ処理中に切断された毛髪を補修するための調合物、キッ
ト及び方法を開示する。当該調合物はブリーチ、ハイライト、ローライト、やや持続的、
半持続的及び持続的着色などの様々な着色化学プロセスで使用すると、同様の利点がもた
らされる。ヘアスタイリング、例えば毛髪ウェーブパーマ及び毛髪カール処理の改良され
た方法も提供する。当該調合物は、洗髪する毎、あるいは毎日、週１回、週２回、隔週、
月１回、隔月またはこれらより低い頻度の間隔で塗布することが可能である。所望の結果
を達成するために当該調合物は月１回塗布することが好ましい。
【００２２】
　毛髪ウェーブパーマ、毛髪カールまたはストレート処理の従来の方法では、還元処理後
に過酸化水素を使用している。当該プロセスは一般的に、完了するまで約３日かかる。本
明細書に開示された方法では毛髪を修復するために複数の活性剤を使用し；これらの活性
剤は、毛髪に塗布された日と同日中に個人の毛髪から洗浄される。温度及び水分など同じ
条件下で、本明細書に開示された調合物で処理した毛髪は、過酸化水素で処理した同じ毛
髪と比較して、以前の状態に戻るのに時間が長くかかる。
【００２３】
　本明細書に開示された調合物は、１種以上の多官能性化合物を含有している。多官能性
化合物は、イオン結合を形成し得る少なくとも１つのイオン化性官能基を含み、多官能性
化合物は、チオール基と共有結合を形成することが可能な少なくとも１つの官能基も含む
。いくつかの実施形態では、多官能性化合物は少なくとも２つのイオン化性基を含む。任
意で、毛髪着色またはウェーブパーマ処理と同時に当該調合物を塗布する。あるいは、毛
髪着色またはウェーブパーマ処理後に、当該調合物をダメージを受けた毛髪に塗布しても
よい。例えば、毛髪が処理及び／またはダメージを受けてから１週間以内に、好ましくは



(5) JP 6764792 B2 2020.10.7

10

20

30

40

50

３日以内、より好ましくは２日以内、最も好ましくは着色またはウェーブパーマ処理適用
直後に、当該調合物を塗付することが可能である。
　本発明は、例えば、以下の項目を提供する。
（項目１）
　毛髪処理方法であって：
　（ａ）以下の式：
【化７】

　式中、Ｚはリンカーであるか、または存在せず；
　ｍ及びｎは、各々独立して０～６から選択される整数であり、ｍ＋ｎの合計が２以上で
あり；
　Ｂはチオールなどの求核剤との共有結合を形成することが可能な官能基であり；
　Ａはイオン化性官能基である
　を有する活性剤を含む調合物を毛髪に塗布すること
を含む前記方法。
（項目２）
　Ｂは独立して以下の式：
【化８】

　式中、Ｒは独立して水素、Ｃ１‐６アルキル基、アリール基またはイオン化性官能基か
ら成る群より選択され；
　Ｚ’は酸素（Ｏ）、ＮＨであるか、または存在せず、Ｇは炭素（Ｃ）であり、ｇは１で
あり、またはＧは硫黄（Ｓ）であり、ｇは２である；
から成る群より選択され、また
　Ａは独立して：‐ＣＯＯＨ、‐ＳＯ３Ｈ、‐ＰＯ３Ｈ２及び‐Ｎ（Ｒ１）２、‐Ｎ（Ｒ
１）３から成る群より選択し；式中、Ｒ１は独立して、水素、アルキル、アルケニル、ア
ルキニル、シクロアルキル、アリール、ヘテロシクロアルキル及びヘテロアリール基から
成る群より選択され；式中、各Ｒ１は独立して、非置換であるか、または１つ以上の置換
基で置換されている、項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記リンカーＺはアルキル基、アルケニル基、シクロアルキル基、シクロアルケニル基
、アリール基、ヘテロシクロアルキル基またはヘテロアリール基であり、
　ここではアルキル、アルケニル、シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテ
ロシクロアルキルもしくはヘテロアリール基またはポリマーは非置換であるか、またはハ
ロゲン、シアノ、アルコキシ、アルキル、アルケニル、シクロアルキル、シクロアルケニ
ル、アリール、ヘテロシクロアルキル、ヘテロアリール、アミン、ヒドロキシ、オキソ、
ホルミル、アシル、カルボン酸（‐ＣＯＯＨ）、‐Ｃ（Ｏ）Ｒ１、‐Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、（
‐ＣＯＯ‐）、第一級アミド（例えば‐ＣＯＮＨ２）、第二級アミド（例えば‐ＣＯＮＨ
Ｒ１）、‐Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２、‐ＮＲ１Ｒ２、‐ＮＲ１Ｓ（Ｏ）２Ｒ２、‐ＮＲ１Ｃ（
Ｏ）Ｒ２、‐Ｓ（Ｏ）２Ｒ２、‐ＳＲ１、‐Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１Ｒ２、‐ＳＯＲ１または‐
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ＳＯＯＲ１で１回以上置換しており；
　式中、Ｒ１及びＲ２はそれぞれ独立して、水素、アルキル基、アルケニル基、アルキニ
ル基、シクロアルキル基、アリール基、ヘテロシクロアルキル基及びヘテロアリール基か
ら成る群より選択され、Ｒ１及びＲ２の各々は独立して非置換であるか、または１つ以上
の置換基で置換されている、項目１または２のいずれか１項に記載の方法。
（項目４）
　前記リンカーＺはＣ１‐４アルキル基である、項目１～３のいずれか１項に記載の方法
。
（項目５）
　前記アルキル基は、アルキル炭化水素主鎖の１個以上の炭素上で水素に取って代わる１
つ以上の置換基で置換されるか、もしくは炭化水素の炭素主鎖内の１個以上のヘテロ原子
で置換されるか、またはこれらの組合せで置換され、また
　前記置換基はオキソ、ヒドロキシル、カルボキシル、アミド及びアミノ基から成る群よ
り選択される、項目４に記載の方法。
（項目６）
　毛髪中のジスルフィド結合を還元して遊離チオール基を生成することが可能な還元剤を
含む第１調合物を塗付する工程が更に含まれ、
　前記工程は工程（ａ）に先立って実行する、先行項目のいずれか１項に記載の方法。
（項目７）
　前記還元剤は、チオグリコール酸ならびにその誘導体塩及びエステル、チオ乳酸ならび
にその誘導体塩及びエステル、システイン及びその誘導体、システアミン及びその誘導体
、無機亜硫酸塩、メタ重亜硫酸ナトリウム、他の無機重亜硫酸塩、ジチオスレイトール、
ジチオエリスリトール、有機ホスフィン、更に日本製の縮毛矯正剤から成る群より選択さ
れる、項目６に記載の方法。
（項目８）
　更に、工程（ａ）の前に、またはそれと同時に、
　毛髪着色剤、及び毛髪中のジスルフィド結合を還元して遊離チオール基を生成すること
が可能な還元剤を含む着色調合物を毛髪に塗布すること
を含む項目１～５のいずれか１項に記載の方法。
（項目９）
　工程（ａ）の前に前記着色調合物を毛髪に塗布する、項目８に記載の方法。
（項目１０）
　更に、工程（ａ）の前に、またはそれと同時に、毛髪を脱色し、遊離チオール基を生成
するブリーチ処理剤を含むブリーチ処理調合物を毛髪に塗布することを含む項目１～５の
いずれか１項に記載の方法。
（項目１１）
　工程（ａ）の前に前記ブリーチ処理調合物を毛髪に塗布する、項目１０に記載の方法。
（項目１２）
　前記調合物は更に、水、界面活性剤、ビタミン、天然エキス、防腐剤、キレート剤、香
料、防腐剤、酸化防止剤、タンパク質、アミノ酸、保湿剤、芳香剤、軟化剤、浸透剤、増
粘剤、粘度調整剤、毛髪固定剤、フィルム形成剤、乳化剤、不透明化剤、噴霧剤、液体ビ
ヒクル、担体、塩、ｐＨ調整剤、中和剤、緩衝剤、毛髪コンディショニング剤、帯電防止
剤、縮毛防止剤、ふけ防止剤及びこれらの組み合わせから成る群より選択される１種以上
の薬学的に許容可能な賦形剤を含む、先行項目のいずれか１項に記載の方法。
（項目１３）
　前記活性剤は前記調合物に対して約０．０１重量％～約１０重量％の範囲の量である、
先行項目のいずれか１項に記載の方法。
（項目１４）
　前記活性剤は前記調合物に対して約０．５～３重量％の範囲の量である、先行項目のい
ずれか１項に記載の方法。
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（項目１５）
　前記１種以上の賦形剤は前記調合物に対して約５０重量％～約９０重量％の範囲の量で
ある、先行項目のいずれか１項に記載の方法。
（項目１６）
　前記調合物はゲル、クリーム、ローション、シャンプーまたはコンディショナーの形態
である、先行項目のいずれか１項に記載の方法。
（項目１７）
　工程（ａ）を１回以上繰り返す、先行項目のいずれか１項に記載の方法。
（項目１８）
　更に：
　（ｂ）毛髪をすすぎ、シャンプーで洗浄し、及び／あるいはコンディショニングするこ
と
を含み、この工程（ｂ）は工程（ａ）の次に行う、先行項目のいずれか１項に記載の方法
。
（項目１９）
　工程（ｂ）は工程（ａ）の約１０分後に行う、項目１８に記載の方法。
（項目２０）
　前記毛髪着色剤はハイライト処理剤、持続性着色剤、半持続性着色剤、及びやや持続性
着色剤から成る群より選択される、項目８または９に記載の方法。
（項目２１）
　前記活性剤は以下の式：

【化９】

及びこれらの単塩から成る群より選択される、先行項目のいずれか１項に記載の方法。
（項目２２）
　キットであって、
　（ａ）毛髪着色剤、及び毛髪中のジスルフィド結合を還元して遊離チオール基を生成す
ることが可能な還元剤を含む第１調合物、ならびに
　（ｂ）以下の式：

【化１０】

　式中、Ｚはリンカーであるか、または存在せず；
　ｍ及びｎは各々独立して０～６から選択される整数であり、また
　ここではｍ＋ｎの合計は２以上であり；
　Ｂはチオールなどの求核剤との共有結合を形成することが可能な官能基であり；
　Ａはイオン化性官能基である
　を有する活性剤を含む第２調合物
を備える前記キット。
（項目２３）
　更にシャンプー、コンディショナー、使用説明書、顕色剤、グローブまたはこれらの組
合せを備える項目２２に記載のキット。
（項目２４）
　毛髪処理方法であって：
　（ａ）以下の式：
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【化１１】

　式中、Ｚはリンカーであるか、または存在せず；
　ｍ及びｎは各々独立して０～６から選択される整数であり、ｍ＋ｎの合計は２以上であ
り；
　Ｂはチオールなどの求核剤との共有結合を形成することが可能な官能基であり；
　Ａはイオン化性官能基であり；また
　Ｃはイオン基、ならびにチオールなどの求核剤との共有結合を形成することが可能な官
能基を含み、イオン化性基Ａの電荷と反対の電荷を有し、Ｃ及びＡの電荷の合計がゼロに
なるようにｏは独立して０～６から選択される整数値である
　を有する活性剤を含む調合物を毛髪に塗布すること
を含む前記方法。
（項目２５）
　Ｂは独立して以下の式：

【化１２】

　式中、Ｒは独立して水素、Ｃ１‐６アルキル基、アリール基またはイオン化性官能基か
ら成る群より選択され；
　Ｚ’は酸素（Ｏ）、ＮＨであるか、または存在せず、Ｇは炭素（Ｃ）であり、ｇは１で
あり、またはＧは硫黄（Ｓ）であり、ｇは２である；
から成る群より選択され、また
　Ａは独立して‐ＣＯＯＨ、‐ＳＯ３Ｈ、‐ＰＯ３Ｈ２及び‐Ｎ（Ｒ１）２、‐Ｎ（Ｒ１

）３から成る群より選択され；式中、Ｒ１は独立して、水素、アルキル、アルケニル、ア
ルキニル、シクロアルキル、アリール、ヘテロシクロアルキル及びヘテロアリール基から
成る群より選択され；式中、各Ｒ１は独立して、非置換であるか、または１つ以上の置換
基で置換されている、項目２４に記載の方法。
（項目２６）
　前記リンカーＺはアルキル基、アルケニル基、シクロアルキル基、シクロアルケニル基
、アリール基、ヘテロシクロアルキル基、ヘテロアリール基またはポリマーであり、
　ここではアルキル、アルケニル、シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテ
ロシクロアルキルもしくはヘテロアリール基またはポリマーは非置換であるか、またはハ
ロゲン、シアノ、アルコキシ、アルキル、アルケニル、シクロアルキル、シクロアルケニ
ル、アリール、ヘテロシクロアルキル、ヘテロアリール、アミン、ヒドロキシ、オキソ、
ホルミル、アシル、カルボン酸（‐ＣＯＯＨ）、‐Ｃ（Ｏ）Ｒ１、‐Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、（
‐ＣＯＯ‐）、第一級アミド（例えば‐ＣＯＮＨ２）、第二級アミド（例えば‐ＣＯＮＨ
Ｒ１）、‐Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２、‐ＮＲ１Ｒ２、‐ＮＲ１Ｓ（Ｏ）２Ｒ２、‐ＮＲ１Ｃ（
Ｏ）Ｒ２、‐Ｓ（Ｏ）２Ｒ２、‐ＳＲ１、‐Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１Ｒ２、‐ＳＯＲ１または‐
ＳＯＯＲ１で１回以上置換しており、



(9) JP 6764792 B2 2020.10.7

10

20

30

40

50

　式中、Ｒ１及びＲ２はそれぞれ独立して、水素、アルキル基、アルケニル基、アルキニ
ル基、シクロアルキル基、アリール基、ヘテロシクロアルキル及びヘテロアリール基から
成る群より選択され、式中、Ｒ１及びＲ２の各々は独立して非置換であるか、または１つ
以上の置換基で置換されている、項目２４または２５に記載の方法。
（項目２７）
　前記リンカーＺはＣ１‐４アルキル基である、項目２４～２６のいずれか１項に記載の
方法。
（項目２８）
　前記アルキル基は、アルキル炭化水素主鎖の１個以上の炭素上で水素に取って代わる１
つ以上の置換基で置換されるか、もしくは炭化水素の炭素主鎖内の１個以上のヘテロ原子
で置換されるか、またはこれらの組合せで置換され、また
　前記置換基はオキソ、ヒドロキシル、カルボキシル、アミド及びアミノ基から成る群よ
り選択される、項目２７に記載の方法。
（項目２９）
　前記活性剤は：
【化１３】

である、項目２４～２８のいずれか１項に記載の方法。
 
 
 
【発明を実施するための形態】
【００２４】
Ｉ．定義
　用語「毛髪」とは、１本または１本を超える毛髪、ならびに身体からの油分などの毛髪
天然成分を指す。また毛髪とは、バージン毛髪または処理した毛髪、例えば毛髪ウェーブ
または縮毛矯正処理調合物に曝されたことのある毛髪も指す。
【００２５】
　「薬学的に許容可能な」及び「化粧品として許容可能な」は同じ意味で使われ、これら
は、過剰な毒性、刺激、アレルギー反応、または合理的な利益／リスク比と同等の他の問
題もしくは複雑な要因なく、妥当な医学的判定の範囲内でヒト及び動物の組織と接触させ
る使用に適したそれらの化合物、材料及び／または調合物を指す。より具体的には、「薬
学的に許容可能な」とは、皮膚、頭皮または毛髪と接触させる使用に適した材料、化合物
または調合物を指す。薬学的に許容される材料は、当業者に公知である。
【００２６】
　本明細書で使用する「シャンプー」とは、一般に毛髪を洗浄するための洗剤または石鹸
を含有する毛髪に塗布する液体または半固体調合物を指す。
【００２７】
　本明細書で使用する「コンディショナー」とは、一般に毛髪を柔軟にし、毛髪をなめら
かにし、および／あるいは毛髪の光沢を変えるために毛髪に塗布する調合物（例えば、液
体、クリーム、ローション、ゲル、半固体）を指す。
【００２８】
　「類似体」及び「誘導体」は同じ意味で使われ、これらは、親化合物と同一のコアを有
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するが、結合次数や１つ以上の原子及び／もしくは原子群またはその組み合わせの有無は
親化合物と異なる化合物を指す。誘導体は、例えば１個以上の原子、官能基または基礎構
造を含み得るコアに存在する１つ以上の置換基が親化合物と異なっている可能性がある。
一般に、誘導体は少なくとも理論的に、化学的及び／または物理的プロセスを経て親化合
物から形成することが可能である。
【００２９】
　「求電子基」または「求電子部分」は同じ意味で使われ、これらは、電子に対する親和
性を有するか、または電子を求引する１つ以上の官能基もしくは部分を指す。
【００３０】
　「求核基」または「求核部分」は同じ意味で使われ、これらは、電子が豊富で求電子基
と反応可能な１つ以上の官能基または部分を指す。
【００３１】
　本明細書で使用される「マイケル受容体」は、求核付加反応に関与する一種の求電子基
または部分である。マイケル受容体はケトンなどのα，β‐不飽和カルボニル含有基もし
くは部分であるか、またはそれを含むことが可能である。他のマイケル受容体としては、
ニトロ基、ニトリル基及びカルボン酸基などの電子吸引基を含む他のπ結合と共役した二
重または三重結合などのπ結合が挙げられる。
【００３２】
　本明細書で使用される「カルボン酸」とは‐ＣＯＯＨ基を指す。特段の定めがない限り
、用語カルボン酸は遊離酸及びカルボン酸塩の両方を包含する。
【００３３】
　本明細書で使用される「アルキル」は、飽和または不飽和脂肪族基のラジカルを指し、
これには直鎖アルキル、アルケニルまたはアルキニル基、分岐鎖アルキル、アルケニルま
たはアルキニル基、シクロアルキル、シクロアルケニルまたはシクロアルキニル（脂環式
）基、アルキル置換シクロアルキル、シクロアルケニルまたはシクロアルキニル基、及び
シクロアルキル置換アルキル、アルケニルまたはアルキニル基が挙げられる。特段に指示
がない限り、直鎖または分枝鎖アルキルは、その主鎖（例えば、直鎖ではＣ１‐Ｃ３０、
分枝鎖ではＣ３‐Ｃ３０）に３０個以下の炭素原子、より好ましくは２０個以下の炭素原
子、より好ましくは１２個以下の炭素原子、最も好ましくは８個以下の炭素原子を有する
。いくつかの実施形態では、鎖は１～６個の炭素を有する。同様に、好ましいシクロアル
キルはその環構造中に３～１０個の炭素原子、より好ましくは環構造中に５、６または７
個の炭素を有する。上記の範囲には最小値と最大値との間の全値が含まれる。
【００３４】
　用語「アルキル」は「非置換アルキル」及び「置換アルキル」の両方を含み、その後者
は炭化水素主鎖の１個以上の炭素上で水素に取って代わる１つ以上の置換基を有するアル
キル部分を指す。このような置換基としては、ハロゲン、ヒドロキシル、カルボニル（カ
ルボキシル、アルコキシカルボニル、ホルミルまたはアシルなど）、チオカルボニル（チ
オエステル、チオアセテートまたはチオホルメートなど）、アルコキシル、ホスホリル、
ホスフェート、ホスホネート、ホスフィネート、アミノ、アミド、アミジン、イミン、シ
アノ、ニトロ、アジド、スルフヒドリル、アルキルチオ、サルフェート、スルホネート、
スルファモイル、スルホンアミド、スルホニル、ヘテロシクリル、アラルキル、または芳
香族もしくはヘテロ芳香族部分が挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００３５】
　炭素の数を特段に指定しない限り、本明細書で使用する「低級アルキル」は上記で定義
したようなアルキル基を意味するが、ただしそのアルキル基は主鎖構造に１～１０個の炭
素、より好ましくは１～６個の炭素原子を有する。同様に、「低級アルケニル」及び「低
級アルキニル」は同様の鎖長を有する。好ましいアルキル基は低級アルキルである。
【００３６】
　アルキル基はまた、炭素主鎖内に１つ以上のヘテロ原子を含有してもよい。その例には
酸素、窒素、硫黄及びこれらの組み合わせが挙げられる。特定の実施形態では、アルキル
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基は１～４個のヘテロ原子を含む。
【００３７】
　本明細書で使用される「アルケニル」及び「アルキニル」とは、上述のアルキル基と長
さ（例えばＣ２‐Ｃ３０）が類似し、そのアルキル基と置換可能な、１つ以上の二重また
は三重結合を含む不飽和脂肪族基を指す。
【００３８】
　本明細書で使用される「アリール」は５、６及び７員環の芳香族環を指す。その環は炭
素環、複素環、縮合炭素環、縮合複素環、二炭素環または二複素環系であってもよく、任
意でアルキルについて上述したように置換してもよい。本明細書で使用され、広義に定義
された「Ａｒ」は、０～４個のヘテロ原子を含み得る５、６及び７員環の単環芳香族基を
含む。例としては、ベンゼン、ピロール、フラン、チオフェン、イミダゾール、オキサゾ
ール、チアゾール、トリアゾール、ピラゾール、ピリジン、ピラジン、ピリダジン及びピ
リミジンが挙げられるが、これらに限定されるものではない。環構造中にヘテロ原子を有
するこれらのアリール基は、「ヘテロアリール」、「アリール複素環」または「ヘテロ芳
香族」と称することもある。芳香族環は一箇所以上の環位置で、上述のような置換基、例
えばハロゲン、アジド、アルキル、アラルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキ
ル、ヒドロキシル、アルコキシル、アミノ、ニトロ、スルフヒドリル、イミノ、アミド、
ホスホネート、ホスフィネート、カルボニル、カルボキシル、シリル、エーテル、アルキ
ルチオ、スルホニル、スルホンアミド、ケトン、アルデヒド、エステル、ヘテロシクリル
、芳香族またはヘテロ芳香族部分、‐‐ＣＦ３及び‐‐ＣＮで置換することが可能である
。用語「Ａｒ」はまた、２個以上の炭素が２つの隣接する環（環は「縮合環」である）と
共通している２つ以上の環状環を有する多環式環系も含み、ここではその環の少なくとも
１つは芳香族環であり、例えば他の環状環はシクロアルキル、シクロアルケニル、シクロ
アルキニル、アリール及び／または複素環とすることも可能であり、あるいは両方の環は
芳香族である。
【００３９】
　本明細書で使用される「アルキルアリール」は、アリール基（例えば、芳香族またはヘ
テロ芳香族基）で置換したアルキル基を指す。
【００４０】
　本明細書で使用される「複素環」または「複素環式」とは、炭素、ならびに非過酸性酸
素、イオウ及びＮ（Ｙ）から各々選択される１～４個のヘテロ原子を含み、Ｙは存在しな
いかまたはＨ、Ｏ、（Ｃ１‐４）アルキル、フェニルもしくはベンジルであり、任意で１
つ以上の二重または三重結合を含み、任意で１つ以上の置換基で置換される、３～１０個
の環原子、好ましくは５～６個の環原子を含む単環式または二環式環の環炭素または窒素
を介して結合する環式ラジカルを指す。用語「複素環」は置換及び非置換ヘテロアリール
環も包含する。複素環の例としては、ベンズイミダゾリル、ベンゾフラニル、ベンゾチオ
フラニル、ベンゾチオフェニル、ベンゾオキサゾリル、ベンゾオキサゾリニル、ベンズチ
アゾリル、ベンズトリアゾリル、ベンズテトラゾリル、ベンズイソオキサゾリル、ベンズ
イソチアゾリル、ベンズイミダゾリニル、カルバゾリル、４ａＨ‐カルバゾリル，カルボ
リニル、クロマニル、クロメニル、シンノリニル、デカヒドロキノリニル、２Ｈ,６Ｈ‐
１,５,２‐ジチアジニル、ジヒドロフロ［２，３‐ｂ］テトラヒドロフラン、フラニル、
フラザニル、イミダゾリジニル、イミダゾリニル、イミダゾリル、１Ｈ‐インダゾリル、
インドレニル、インドリニル、インドリジニル、インドリル、３Ｈ‐インドリル、イサチ
ノイル、イソベンゾフラニル、イソクロマニル、イソインダゾリル、イソインドリニル、
イソインドリル、イソキノリニル、イソチアゾリル、イソオキサゾリル、メチレンジオキ
シフェニル、モルホリニル、ナフチリジニル、オクタヒドロイソキノリニル、オキサジア
ゾリル、１，２，３‐オキサジアゾリル、１，２，４‐オキサジアゾリル、１，２，５‐
オキサジアゾリル、１，３，４‐オキサジアゾリル、オキサゾリジニル、オキサゾリル、
オキシインドリル、ピリミジニル、フェナントリジニル、フェナントロリニル、フェナジ
ニル、フェノチアジニル、フェノキサチニル、フェノキサジニル、フタラジニル、ピペラ
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ジニル、ピペリジニル、ピペリドニル、４‐ピペリドニル、ピペロニル、プテリジニル、
プリニル、ピラニル、ピラジニル、ピラゾリジニル、ピラゾリニル、ピラゾリル、ピリダ
ジニル、ピリドオキサゾール、ピリドイミダゾール、ピリドチアゾール、ピリジニル、ピ
リジル、ピリミジニル、ピロリジニル、ピロリニル、２Ｈ‐ピロリル、ピロリル、キナゾ
リニル、キノリニル、４Ｈ‐キノリジニル、キノキサリニル、キヌクリジニル、テトラヒ
ドロフラニル、テトラヒドロイソキノリニル、テトラヒドロキノリニル、テトラゾリル、
６Ｈ‐１,２,５‐チアジアジニル、１，２，３‐チアジアゾリル、１，２，４‐チアジア
ゾリル、１，２，５‐チアジアゾリル、１，３，４‐チアジアゾリル、チアントレニル、
チアゾリル、チエニル、チエノチアゾリル、チエノオキサゾリル、チエノイミダゾリル、
チオフェニル及びキサンテニルが挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００４１】
　本明細書中で使用される「ヘテロアリール」とは、炭素、ならびに非過酸性酸素、イオ
ウ、及びＮ（Ｙ）から各々選択される１、２、３または４個のヘテロ原子を含み、Ｙは存
在しないかまたはＨ、Ｏ、（Ｃ１‐Ｃ８）アルキル、フェニルもしくはベンジルである５
または６個の環原子を含む単環式芳香族環を指す。ヘテロアリール基の非限定的な例とし
ては、フリル、イミダゾリル、トリアゾリル、トリアジニル、オキサゾイル、イソキサゾ
イル、チアゾリル、イソチアゾイル、ピラゾリル、ピロリル、ピラジニル、テトラゾリル
、ピリジル（またはそのＮ‐オキシド）、チエニル、ピリミジニル（またはそのＮ‐オキ
シド）、インドリル、イソキノリル（またはそのＮ‐オキシド）、キノリル（またはその
Ｎ‐オキシド）等が挙げられる。用語「ヘテロアリール」には、それから誘導される約８
～１０個の環原子のオルト融合二環式複素環、特にベンズ‐誘導体、またはプロピレン、
トリメチレンもしくはテトラメチレンジラジカルをそれに融合させることによって誘導さ
れた誘導体のラジカルが含まれ得る。ヘテロアリールの例としては、フリル、イミダゾリ
ル、トリアゾリル、トリアジニル、オキサゾイル、イソキサゾイル、チアゾリル、イソチ
アゾイル、ピラキソリル、ピロリル、ピラジニル、テトラゾリル、ピリジル（またはその
Ｎ‐オキシド）、チエニル、ピリミジニル（またはそのＮ‐オキシド）、インドリル、イ
ソキノリル（またはそのＮ‐オキシド）、キノリル（またはそのＮ‐オキシド）等が挙げ
られるが、これらに限定されるものではない。
【００４２】
　本明細書で使用される「ハロゲン」とはフッ素、塩素、臭素またはヨウ素を指す。
【００４３】
　本明細書で使用される用語「置換された」とは本明細書に記載の化合物の全ての許容可
能な置換基を指す。最も広義な意味では、許容可能な置換基には、有機化合物の非環式及
び環式、分岐及び非分岐、炭素環及び複素環、芳香族及び非芳香族置換基が挙げられる。
例示的な置換基には、ハロゲン、ヒドロキシル基、または任意の数の炭素原子、好ましく
は１～１４個の炭素原子を含む任意の他の有機群が挙げられ、場合により直鎖、分岐また
は環状構造形態の酸素、硫黄または窒素群などの１個以上のヘテロ原子が挙げられるが、
これらに限定されるものではない。代表的な置換基には、アルキル、置換アルキル、アル
ケニル、置換アルケニル、アルキニル、置換アルキニル、フェニル、置換フェニル、アリ
ール、置換アリール、ヘテロアリール、置換ヘテロアリール、ハロ、ヒドロキシル、アル
コキシ、置換アルコキシ、フェノキシ、置換フェノキシ、アロキシ、置換アロキシ、アル
キルチオ、置換アルキルチオ、フェニルチオ、置換フェニルチオ、アリールチオ、置換ア
リールチオ、シアノ、イソシアノ、置換イソシアノ、カルボニル、置換カルボニル、カル
ボキシル、置換カルボキシル、アミノ、置換アミノ、アミド、置換アミド、スルホニル、
置換スルホニル、スルホン酸、ホスホリル、置換ホスホリル、ホスホニル、置換ホスホニ
ル、ポリアリール、置換ポリアリール、Ｃ３‐Ｃ２０環、置換Ｃ３‐Ｃ２０環、複素環、
置換複素環、アミノ酸、ペプチド及びポリペプチド基が挙げられる。
【００４４】
　窒素などのヘテロ原子は、水素置換基及び／またはヘテロ原子の原子価を満たす本明細
書に記載の有機化合物の任意の許容可能な置換基を含んでもよい。「置換」または「置換
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化合物、すなわち転位、環化、脱離等により自然に転換されない化合物が置換により生じ
るという暗黙の条件を含んでいることは理解されているものとする。
【００４５】
　本明細書で使用される「ポリマー」とは１０単位を超えるモノマー単位を含む分子を指
す。
【００４６】
　本明細書で使用される「水溶性」とは、一般的に、２５℃の水１Ｌ中、少なくとも５０
、７５、１００、１２５、１５０、２００、２２５または２５０ｇ溶解可能であることを
意味する。
【００４７】
ＩＩ．調合物
　本明細書に開示された調合物及び方法は、毛髪、皮膚または爪中のケラチンの処理に関
する。１実施形態では、当該方法は、着色処理を施した後、またはウェーブパーマ処理の
後もしくはその間に、毛髪を強化及び／または修復することに関する。また、当該調合物
は毛髪着色及び／またはブリーチプロセスによる毛髪のダメージを低減または防止するこ
とも可能である。
【００４８】
　Ａ．調合物
　調合物は１種以上の多官能性化合物（本明細書では「活性剤」とも称する）を含む。
【００４９】
　活性剤は、ヒトの毛髪及び／または頭皮に安全かつ効果的と考えられ、灼熱感、掻痒感
及び／もしくは発赤、または同様の有害反応などの不都合な生物学的副作用を起こすこと
なく個人の毛髪に投与することができる１種以上の薬学的に許容される担体及び／または
賦形剤と組み合わせることが可能である。調合物は更に、調合物のｐＨを中性、または約
ｐＨ３～約ｐＨ１２、好ましくはｐＨ５～ｐＨ８にする賦形剤を含んでもよい。
【００５０】
　活性剤は通常、調合物に対して約０．０１重量％～約５０重量％、好ましくは調合物に
対して約１重量％～約２５重量％、より好ましくは約１重量％～約１５重量％、最も好ま
しくは約１重量％～約１０重量％の範囲の量で存在する。通常、活性剤は、調合物に対し
て約０．５～約３重量％、または調合物に対して約１～約３重量％の範囲の量で存在する
場合もある。
【００５１】
　活性剤は、ｐＨ６～８、温度約２５～３０℃、好ましくは約２５℃で、少なくとも２、
３、４、５、６、８、９、１０、１１もしくは１２か月間、またはそれ以上の期間、水溶
液中で安定である。貯蔵寿命について本明細書で使用される「安定」とは、化合物の少な
くとも４０、４５、５０、５５、６０、６５、７０、７５、８０、８５、９０または９５
％が、指定された期間にわたって変化しないことを意味する。
【００５２】
　ａ．活性剤
　活性剤は、チオールとの共有結合を形成することが可能なイオン結合及び官能基を形成
することが可能なイオン化性官能基を含み得る多官能性化合物である。適切なイオン化性
官能基には、カルボン酸、スルホン酸及びホスホン酸などの酸性基、ならびにアミンなど
の塩基性基が挙げられるが、これらに限定されるものではない。チオールとの共有結合を
形成することが可能な好適な官能基には、マイケル受容体、ハロゲン化アルキルまたはス
ルホン酸エステルが挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００５３】
　活性剤は以下の式Ｉ：
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【化１】

を有してもよく、
式中、Ｚはリンカーであるか、または存在せず、ｍ及びｎは、ｍ＋ｎが少なくとも２であ
ることを条件に、各々独立して０～６から選択される整数であり、Ｂはチオールとの共有
結合を形成することが可能な官能基であり、Ａはイオン化性官能基である。いくつかの実
施形態では、イオン化性基Ａは独立して：‐ＣＯＯＨ、‐ＳＯ３Ｈ、‐ＰＯ３Ｈ２及び‐
Ｎ（Ｒ１）２から成る群より選択することが可能であり；式中、Ｒ１は独立して、水素、
アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、アリール、ヘテロシクロアルキル
及びヘテロアリール基から成る群より選択され；式中、各Ｒ１は独立して、非置換である
か、または１つ以上の置換基で置換される。いくつかの他の実施形態では、イオン化性基
Ａは、‐Ｎ＋（Ｒ１）３などのイオン基とすることが可能である。いくつかの好ましい実
施形態では、各Ｒ１は独立して、メチル、エチルまたはイソプロピル基から選択される。
【００５４】
　式Ｉに従った例示的な活性剤は、例えば以下の部分：

【化２】

に示す部分など、基Ｂとしてのチオール反応性官能基を含んでもよく、
式中、Ｒは独立して、水素、Ｃ１‐６アルキル、アリールまたはイオン化性官能基から選
択され；Ｚ’は酸素（Ｏ）、ＮＨであるか、または存在せず；Ｇは炭素（Ｃ）であり、ｇ
は１であり、またはＧは硫黄（Ｓ）であり、ｇは２である。
【００５５】
　存在する場合、リンカーＺはアルキル、アルケニル、シクロアルキル、シクロアルケニ
ル、アリール、ヘテロシクロアルキルまたはヘテロアリール基であるか、あるいはこれら
を含むことが可能である。アルキル、アルケニル、シクロアルキル、シクロアルケニル及
びアリール基中の１個以上の炭素原子はヘテロ原子で置換され、例えばエーテルまたはア
ルキルアミン含有リンカーを生成することが可能である。
【００５６】
　リンカーＺは任意で、同一でも異なっていてもよい１種以上の置換基で置換してもよく
、この置換基としては水素、ハロゲン、シアノ、アルコキシ、アルキル、アルケニル、シ
クロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロシクロアルキル、ヘテロアリール、
アミン、ヒドロキシ、オキソ、ホルミル、アシル、カルボン酸（‐ＣＯＯＨ）、‐Ｃ（Ｏ
）Ｒ１、‐Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、カルボン酸塩（‐ＣＯＯ‐）、第一級アミド（例えば‐ＣＯ
ＮＨ２）、第二級アミド（例えば‐ＣＯＮＨＲ１１）、‐Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２、‐ＮＲ１

Ｒ２、‐ＮＲ１Ｓ（Ｏ）２Ｒ２、‐ＮＲ１Ｃ（Ｏ）Ｒ２、‐Ｓ（Ｏ）２Ｒ２、‐ＳＲ１、
及び‐Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１Ｒ２、スルフィニル基（例えば、‐ＳＯＲ１）及びスルホニル基
（例えば‐ＳＯＯＲ１）が挙げられ；式中、Ｒ１及びＲ２はそれぞれ独立して、水素、ア
ルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、アリール、ヘテロシクロアルキル及
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びヘテロアリールであっても良く；Ｒ１及びＲ２の各々は任意で、独立してハロゲン、ヒ
ドロキシル、オキソ、シアノ、ニトロ、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、任
意で１つ以上のハロゲンもしくはアルコキシもしくはアリールオキシで置換されるアルキ
ル、任意で１つ以上のハロゲンもしくはアルコキシもしくはアルキルもしくはトリハロア
ルキルで置換されるアリール、任意でアリールもしくはヘテロアリールもしくはオキソで
置換されるヘテロシクロアルキル、または任意でヒドロキシルで置換されるアルキル、任
意でヒドロキシルで置換されるシクロアルキル、任意で１つ以上のハロゲンもしくはアル
コキシもしくはアルキルもしくはトリハロアルキルで置換されるヘテロアリール、ハロア
ルキル、ヒドロキシアルキル、カルボキシ、アルコキシ、アリールオキシ、アルコキシカ
ルボニル、アミノカルボニル、アルキルアミノカルボニル及びジアルキルアミノカルボニ
ルから成る群より選択される１つ以上の置換基で置換される。
【００５７】
　特定の好ましい実施形態では、リンカーＺは、非置換の、またはオキソ、ヒドロキシル
、カルボキシル、アミドもしくはアミノで１回以上置換してもよいＣ１‐１０アルキル基
である。好ましくは、リンカーＺはＣ１‐４アルキル基である。アルキル基は直鎖状でも
分枝状でもよい。アルキル基は１回以上、酸素、硫黄及び窒素から選択されるヘテロ原子
に割り込まれてもよい。ヘテロ原子の割り込みを有するこのようなジカルボン酸の１例に
はチオジプロピオン酸がある。他の実施形態では、アルキル基は１つ以上の二重または三
重結合を含んでもよい。
【００５８】
　いくつかの実施形態では、式Ｉの活性剤は以下の構造：

【化３】

のうちの１つを有するか、またはこれらの構造の単塩である。
【００５９】
　特定の他の実施形態では、活性剤は以下の式ＩＩ：

【化４】

を有してもよく、
　式中、Ｚはリンカーであるか、または存在せず、ｍ及びｎは、ｍ＋ｎが少なくとも２で
あることを条件に、各々独立して０～６から選択される整数であり、Ｂは、限定するもの
ではないがチオールまたはアミン基などの求核剤との共有結合を形成することが可能な官
能基であり、Ａは上述で定義したようなイオン化性官能基であり、Ｃはイオン基、ならび
に、限定するものではないがチオールまたはアミン基などの求核剤との共有結合を形成す
ることが可能で、イオン化性基Ａの電荷と反対の電荷を有する官能基を含む。基Ｃは、基
Ａにイオン結合している（破線で示す）。イオン基Ｃでは、基Ｃ及びイオン化性基Ａの電
荷の合計がゼロになるようにｏは独立して０～６から選択される整数値である。いくつか
の実施形態では、イオン化性基Ａは独立して：‐ＣＯＯＨ、‐ＳＯ３Ｈ、‐ＰＯ３Ｈ２、
及び‐Ｎ（Ｒ１）２から成る群より選択することが可能であり；式中、Ｒ１は独立して、
水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、アリール、ヘテロシクロア
ルキル及びヘテロアリール基から成る群より選択され；式中、各Ｒ１は独立して、非置換
であるか、または１つ以上の置換基で置換されている。いくつかの他の実施形態では、イ
オン化性基Ａは、‐Ｎ＋（Ｒ１）３などのイオン基とすることが可能である。いくつかの
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好ましい実施形態では、各Ｒ１は独立して、メチル、エチルまたはイソプロピル基から選
択される。
【００６０】
　式ＩＩに従った活性剤は、例えば以下の部分：
【化５】

に示す部分などの基Ｂとしてのチオール反応性官能基を含んでもよく、
式中、Ｒは独立して、水素、Ｃ１‐６アルキル、アリールまたはイオン化性官能基から選
択され；Ｚ’は酸素（Ｏ）、ＮＨであるか、または存在せず；Ｇは炭素（Ｃ）であり、ｇ
は１であり、またはＧは硫黄（Ｓ）であり、ｇは２である。
【００６１】
　存在する場合、リンカーＺはアルキル、アルケニル、シクロアルキル、シクロアルケニ
ル、アリール、ヘテロシクロアルキルまたはヘテロアリール基であるか、あるいはこれら
を含むことが可能である。アルキル、アルケニル、シクロアルキル、シクロアルケニル及
びアリール基中の１個以上の炭素原子はヘテロ原子で置換され、例えばエーテルまたはア
ルキルアミン含有リンカーを生成することが可能である。
【００６２】
　リンカーＺは任意で、同一でも異なっていてもよい１種以上の置換基で置換してもよく
、この置換基としては水素、ハロゲン、シアノ、アルコキシ、アルキル、アルケニル、シ
クロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロシクロアルキル、ヘテロアリール、
アミン、ヒドロキシ、オキソ、ホルミル、アシル、カルボン酸（‐ＣＯＯＨ）、‐Ｃ（Ｏ
）Ｒ１、‐Ｃ（Ｏ）ＯＲ１、カルボン酸塩（‐ＣＯＯ‐）、第一級アミド（例えば‐ＣＯ
ＮＨ２）、第二級アミド（例えば‐ＣＯＮＨＲ１）、‐Ｃ（Ｏ）ＮＲ１Ｒ２、‐ＮＲ１Ｒ
２、‐ＮＲ１Ｓ（Ｏ）２Ｒ２、‐ＮＲ１Ｃ（Ｏ）Ｒ２、‐Ｓ（Ｏ）２Ｒ２、‐ＳＲ１、及
び‐Ｓ（Ｏ）２ＮＲ１Ｒ２、スルフィニル基（例えば、‐ＳＯＲ１）及びスルホニル基（
例えば‐ＳＯＯＲ１）が挙げられ；式中、Ｒ１及びＲ２はそれぞれ独立して、水素、アル
キル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、アリール、ヘテロシクロアルキル及び
ヘテロアリールであっても良く；Ｒ１及びＲ２の各々は任意で、独立して、ハロゲン、ヒ
ドロキシル、オキソ、シアノ、ニトロ、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、任
意で１つ以上のハロゲンもしくはアルコキシもしくはアリールオキシで置換されるアルキ
ル、任意で１つ以上のハロゲンもしくはアルコキシもしくはアルキルもしくはトリハロア
ルキルで置換されるアリール、任意でアリールもしくはヘテロアリールもしくはオキソで
置換されるヘテロシクロアルキル、または任意でヒドロキシルで置換されるアルキル、任
意でヒドロキシルで置換されるシクロアルキル、任意で１つ以上のハロゲンもしくはアル
コキシもしくはアルキルもしくはトリハロアルキルで置換されるヘテロアリール、ハロア
ルキル、ヒドロキシアルキル、カルボキシ、アルコキシ、アリールオキシ、アルコキシカ
ルボニル、アミノカルボニル、アルキルアミノカルボニル及びジアルキルアミノカルボニ
ルから成る群より選択される１つ以上の置換基で置換される。
【００６３】
　特定の好ましい実施形態では、リンカーＺは、非置換の、またはオキソ、ヒドロキシル
、カルボキシル、アミドもしくはアミノで１回以上置換してもよいＣ１‐１０アルキル基
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である。好ましくは、リンカーＺはＣ１‐４アルキル基である。アルキル基は直鎖状でも
分枝状でもよい。アルキル基は、酸素、硫黄及び窒素から選択されるヘテロ原子により１
回以上割り込まれてもよい。ヘテロ原子の割り込みを有するこのようなジカルボン酸の１
例にはチオジプロピオン酸がある。他の実施形態では、アルキル基は１つ以上の二重また
は三重結合を含んでもよい。
【００６４】
　基Ｃはイオン化性基Ａにイオン結合したイオン基であり、また、マイケル受容体、スク
シンイミジル含有基、マレイミド含有基、アズラクトン、ベンゾオキサジノン誘導体、ビ
ニルスルホン、ビニルスルホキシイミン、ビニルスルホネート、ビニルホスホネート、ベ
ンゾオキサジノン、イソシアネート、エポキシド、離脱基含有求電子部分、求電子性チオ
ール受容体、アクリルもしくはアクリレート基、メタクリルもしくはメタクリレート基、
スチレン基、アクリルアミド基、メタクリルアミド基、マレアート基、フマレート基、イ
タコネート基、ビニルエーテル基、アリルエーテル基、アリルエステル基、ビニルエステ
ル基、スルホネート基、ホスホネート基、スルホキシド基、スルホンアミド基、スルフィ
ンイミド基、スルフィンアミド基、スルホンイミデート基またはスルホンイミドアミド基
から選択される少なくとも１つのチオール反応性基を含む。
【００６５】
　いくつかの実施形態では、式ＩＩの活性剤は以下の構造：
【化６】

のうちの１つを有する。
【００６６】
　ｂ．賦形剤
　調合物は通常、１種以上の化粧品として許容可能な賦形剤を含む。化粧品として許容可
能な賦形剤には、防腐剤、酸化防止剤、キレート剤、日焼け防止剤、ビタミン剤、染料、
毛髪着色剤、タンパク質、アミノ酸、植物エキスなどの天然エキス、湿潤剤、芳香剤、香
料、油類、軟化剤、潤滑剤、バター、浸透剤、増粘剤、粘度調整剤、ポリマー、樹脂、毛
髪固定剤、塗膜形成剤、界面活性剤、洗浄剤、乳化剤、不透明化剤、揮発油、噴霧剤、液
体ビヒクル、担体、塩類、ｐＨ調整剤（例えばクエン酸）、中和剤、緩衝剤、毛髪調整剤
、帯電防止剤、縮れ防止剤、ふけ防止剤、吸収剤及びこれらの組み合わせが挙げられるが
、これらに限定されるものではない。
【００６７】
　調合物は通常、少なくとも２種の化粧品として許容可能な賦形剤を含む。いくつかの形
態では、調合物は活性剤、水、任意で防腐剤及び／または芳香剤を含む。
【００６８】
　毛髪を処理するための調合物は、好適な物理的形態であればどのようなものでもよい。
適切な形態としては、低度～中程度粘性液体、ローション、乳剤、ムース、スプレー、ゲ
ル、クリーム、シャンプー、コンディショナー等が挙げられるが、これらに限定されるも
のではない。上記に収載されたような好適な賦形剤は、調合物（例えば、毛髪スプレー、
クリーム、コンディショナーまたはシャンプー）の使用形態に応じて毛髪ケア調合物に含
まれるか、そこから除外される。
【００６９】
　医薬賦形剤は通常、調合物に対して約１０重量％～約９９．９９重量％、好ましくは約
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４０重量％～約９０重量％、より好ましくは約８０重量％～約９９重量％の範囲の量で存
在する。
【００７０】
　ｉ．界面活性剤
　界面活性剤は、水の表面張力を低下させ、毛髪調合物を皮膚または毛髪にわたって、ま
たはその上を滑るようにすることを可能にする表面活性剤である。界面活性剤は洗剤及び
石鹸も含む。界面活性剤は両性、アニオン性またはカチオン性であってもよい。調合物中
に使用してもよい好適な界面活性剤としては、３‐アミノプロパンスルホン酸、アーモン
ドアミド、アーモンドアミドプロピルベタイン、酸化アーモンドアミドプロピルアミン、
水添タロウグルタミン酸アルミニウム、ラノリン酸アルミニウム、硫酸アミノエチル、ア
ミノプロピルラウリルグルタミン、Ｃ１２‐１５アルキル硫酸アンモニウム、Ｃ１２‐１

５パレス硫酸アンモニウム、Ｃ１２‐１５アルキル硫酸アンモニウム、Ｃ９‐１０パーフ
ルオロアルキルスルホン酸アンモニウム、カプリレス硫酸アンモニウム、カプリレス‐３
硫酸アンモニウム、モノグリセリド硫酸アンモニウム、硫酸アンモニウム、イソチオン酸
アンモニウム、ココイルサルコシン酸アンモニウム、クメンスルホン酸アンモニウム、ジ
メチコンコポリオール硫酸アンモニウム、ドデシルベンゼンスルホン酸アンモニウム、イ
ソステアリン酸アンモニウム、ラウレス硫酸アンモニウム、ラウレス‐１２硫酸アンモニ
ウム、ラウレス‐５硫酸アンモニウム、ラウレス‐６カルボン酸アンモニウム、ラウレス
‐７硫酸アンモニウム、ラウレス‐８カルボン酸アンモニウム、ラウレス‐９硫酸アンモ
ニウム、ラウロイルサルコシン酸アンモニウム、ラウリル硫酸アンモニウム、ラウリルス
ルホコハク酸アンモニウム、ミレス硫酸アンモニウム、ミリスチル硫酸アンモニウム、ノ
ノキシノール‐３０硫酸アンモニウム、ノノキシノール‐４硫酸アンモニウム、オレイン
酸アンモニウム、パーム核硫酸アンモニウム、ポリアクリル酸アンモニウム、ステアリン
酸アンモニウム、アンモニウムタレート、キシレンスルホン酸アンモニウム、ａｍｐ‐イ
ソステアロイルゼラチン／ケラチンアミノ酸／リジンヒドロキシプロピルトリモニウムク
ロリド、ａｍｐ‐イソステアロイル加水分解コラーゲン、杏仁油ＰＥＧ‐６エステル、ア
プリコットアミド、アプリコットアミドプロピルベタイン、アラキデス‐２０、アボカド
アミド、アボカドアミドプロピルベタイン、ババスアミド、ババスアミドプロピルベタイ
ン、酸化ババスアミドプロピルアミン、塩化ベヘナルコニウム、ベヘンアミド、ベヘンア
ミドプロピルベタイン、酸化ベヘンアミド、ラウレス硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸ナト
リウム、ラウリルアルコールのポリオキシエーテルもしくはセテアレス‐２０、またはこ
れらの組み合わせが挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００７１】
　好適なアニオン性界面活性剤としては、カルボン酸、スルホン酸及び硫酸イオンを含む
ものが挙げられるが、これらに限定されるものではない。アニオン性界面活性剤の例には
、ナトリウム、カリウム、長鎖スルホン酸アルキルのアンモニウム、及びドデシルベンゼ
ンスルホン酸ナトリウムなどのアルキルアリールスルホン酸塩；ドデシルベンゼンスルホ
ン酸ナトリウムなどのジアルキルスルホコハク酸ナトリウム;ビス‐（２‐エチルチオキ
シル）‐スルホコハク酸ナトリウムなどのジアルキルスルホコハク酸ナトリウム;ならび
にラウリル硫酸ナトリウムなどのアルキル硫酸塩が挙げられる。カチオン性界面活性剤と
しては、塩化ベンザルコニウム、塩化ベンゼトニウム、臭化セトリモニウム、塩化ステア
リルジメチルベンジルアンモニウム、ポリオキシエチレン及びココナツアミン、などの第
４級アンモニウム化合物が挙げられるが、これらに限定されるものではない。非イオン性
界面活性剤の例には、モノステアリン酸エチレングリコール、ミリスチン酸プロピレング
リコール、モノステアリン酸グリセリル、ステアリン酸グリセリル、オレイン酸ポリグリ
セリル‐４、ソルビタンアシレート、スクロースアシレート、ラウリン酸ＰＥＧ‐１５０
、モノラウリン酸ＰＥＧ‐４００、モノラウリン酸ポリオキシエチレン、ポリソルベート
、ポリオキシエチレンオクチルフェニルエーテル、ＰＥＧ‐１０００セチルエーテル、ポ
リオキシエチレントリデシルエーテル、ポリプロピレングリコールブチルエーテル、ポロ
キサマー（登録商標）４０１、ステアロイルモノイソプロパノールアミド、及びポリオキ
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シエチレン水添タロウアミドが挙げられる。両性界面活性剤の例には、Ｎ‐ドデシル‐β
‐アラニンナトリウム、Ｎ‐ラウリル‐β‐イミノジプロピオン酸ナトリウム、ミリスト
アンホアセテート（ｍｙｒｉｓｔｏａｍｐｈｏａｃｅｔａｔｅ）、ラウリルベタイン及び
ラウリルスルホベタインが挙げられる。
【００７２】
　調合物中に１種を超える界面活性剤が含まれてもよい。
【００７３】
　界面活性剤は任意で、調合物に対して約０．１重量％～約１５重量％、好ましくは調合
物に対して約１重量％～約１０重量％の範囲の量が含まれる。
【００７４】
　ｉｉ．軟化剤
　軟化剤は、湿気や刺激から保護し、皮膚を柔軟にし、滑らかにし、コーティングし、潤
滑にし、保湿し、保護し、および／あるいは浄化する材料を指す。調合物に使用するため
の好適な軟化剤としては、シリコーン化合物（例えばジメチコン、シクロメチコン、ジメ
チコンコポリオール、またはシクロペンタシロキサン及びジメチコン／ビニルジメチコン
クロスポリマーの混合物、シクロペンタシロキサンポリシリコーン）、ソルビトール、グ
リセリン、プロピレングリコール、エチレングリコール、ポリエチレングリコール、カプ
リリルグリコール、ポリプロピレングリコール、１，３‐ブタンジオール、ヘキシレング
リコール、イソプレングリコール、キシリトールなどのポリオール；パルミチン酸エチル
ヘキシル;カプリル酸／カプリン酸トリグリセリドなどのトリグリセリド、ならびにイソ
ノナン酸セテアリルまたはパルミチン酸セチルなどの脂肪酸エステルが挙げられるが、こ
れらに限定されるものではない。特定の実施形態では、軟化剤は、ジメチコン、アミドジ
メチコン、ジメチコノール、シクロペンタシロキサン、ＰＥＧ‐７ジメチコンパンテニル
リン酸カリウム、またはそれらの組み合わせである。調合物中に１種を超える軟化剤が含
まれてもよい。
【００７５】
　軟化剤は任意で、調合物に対して約０．５重量％～約１５重量％、好ましくは調合物に
対して約１重量％～約１０重量％の範囲の量が含まれる。
【００７６】
　ｉｉｉ．乳化剤
　調合物はまた、１種以上の乳化剤を含んでもよい。好適な乳化剤としては、不飽和エス
テルとスチレンスルホネートモノマーとの共重合体、セテアリルアルコール、グリセリル
エステル、セテアリルアルコールのポリオキシエチレングリコールエーテル、ステアリン
酸、ポリソルベート‐２０、セテアレス‐２０、レシチン、ステアリン酸グリコール、ポ
リソルベート‐６０、ポリソルベート‐８０またはこれらの組み合わせが挙げられるが、
これらに限定されるものではない。調合物中に１種を超える乳化剤が含まれてもよい。
【００７７】
　乳化剤は任意で、調合物に対して約０．０５重量％～１５重量％、好ましくは調合物に
対して約０．１重量％～１０重量％の範囲の量が含まれる。
【００７８】
　ｉｖ．防腐剤
　調合物中に１種以上の防腐剤が含まれてもよい。好適な防腐剤としては、グリセリン含
有化合物（例えばグリセリン、エチルヘキシルグリセリンまたはフェノキシエタノール）
、ベンジルアルコール、パラベン（メチルパラベン、エチルパラベン、プロピルパラベン
、ブチルパラベン、イソブチルパラベン等）、安息香酸ナトリウム、エチレンジアミン四
酢酸（ＥＤＴＡ）、ソルビン酸カリウム、及び／もしくはグレープフルーツ種子エキス、
またはこれらの組み合わせが挙げられるが、これらに限定されるものではない。調合物中
に１種を超える防腐剤が含まれてもよい。他の防腐剤は化粧品業界で公知であり、サリチ
ル酸、ＤＭＤＭヒダントイン、ホルムアルデヒド、クロルフェニシム（Ｃｈｌｏｒｐｈｅ
ｎｉｓｍ）、トリクロサン、イミダゾリジニル尿素、ジアゾリジニル尿素、ソルビン酸、
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メチルイソチアゾリノン、デヒドロ酢酸ナトリウム、デヒドロ酢酸、クオタニウム‐１５
、塩化ステアラルコニウム、ピリチオン亜鉛、メタ重亜硫酸ナトリウム、２‐ブロモ‐２
‐ニトロプロパン、ジグルコン酸クロルヘキシジン、ポリアミノプロピルビグアニド、塩
化ベンザルコニウム、亜硫酸ナトリウム、サリチル酸ナトリウム、クエン酸、ニーム油、
精油（各種）、乳酸及びビタミンＥ（トコフェロール）が挙げられる。
【００７９】
　防腐剤は任意で、調合物に対して約０．１重量％～約５重量％、好ましくは調合物に対
して約０．３重量％～約３重量％の範囲の量が含まれる。当該調合物はパラベンフリーで
あることが好ましい。
【００８０】
　ｖ．コンディショニング剤
　調合物中に１種以上のコンディショニング剤が含まれてもよい。好適なコンディショニ
ング剤としては、シリコーン系物質（例えばシリコーンクオタニウム‐８）、パンテノー
ル、加水分解小麦及び／または大豆タンパク質、アミノ酸（例えば小麦アミノ酸）、米ぬ
かワックス、メドウフォーム種子油、マンゴー種子油、ブドウ種子油、ホホバ種子油、ス
イートアーモンド油、ヒドロキシエチルベヘンアミドプロピルジモニウムクロリド、アロ
エ葉エキス、アロエベラ葉汁、フィタントリオール、パンテノール、パルミチン酸レチニ
ル、ベヘントリモニウムメトサルフェート、シクロペンタシロキサン、クオタニウム‐９
１、ステアラミドプロピルジメチルアミン及びこれらの組み合わせが挙げられるが、これ
らに限定されるものではない。
【００８１】
　コンディショニング剤（単数または複数）は任意で、調合物に対して約０．１重量％～
約５重量％、好ましくは調合物に対して約０．３重量％～約３重量％の範囲の量が含まれ
る。
【００８２】
　ｖｉ．希釈剤
　本明細書で使用される希釈剤とは、活性剤を希釈する物質（単数または複数）を指す。
水は好ましい希釈剤である。調合物は通常、１（重量）パーセントを超える水、好ましく
は５（重量）パーセントを超える水、より好ましくは５０（重量）パーセントを超える水
、最も好ましくは８０（重量）パーセントを超える水を含む。毛髪浸透を促進し、および
／あるいは臭気を低減するために、エチルアルコール及びイソプロピルアルコールなどの
アルコール類を低濃度（調合物の約０．５重量％）で使用してもよい。
【００８３】
　ｖｉｉ．粘度調整剤
　調合物は増粘剤などの１種以上の粘度調整剤を含んでもよい。このような薬剤の部類に
は、ポリエチレングリコールなどの粘性液体；半合成セルロース誘導体などの半合成ポリ
マー；カルボマー、ポロキサマー及びポリエチレンイミン（例えばＰＥＩ‐１０）などの
合成ポリマー；アカシア、トラガカント、アルギン酸塩（例えばアルギン酸ナトリウム）
、カラギーナンなどの天然に存在するポリマー；キサンタンガムなどの植物性ガム；ワセ
リン；ワックス；ベントナイト、コロイド状二酸化ケイ素及び微結晶性セルロースなどの
粒子状の会合コロイド；ＰＰＧ‐２ヒドロキシエチルココ／イソステアラミドなどの界面
活性剤；ジステアレス‐７５ＩＰＤＩなどの乳化剤；塩化ナトリウムなどの塩；ならびに
これらの組み合わせが含まれるが、これらに限定されるものではない。
【００８４】
　ｖｉｉｉ．酸化防止剤
　調合物には１種以上の酸化防止剤が含まれてもよい。その例には、トコフェロール、Ｂ
ＨＴ、アスコルビン酸、カメリアシネンシス葉エキス、パルミチン酸アスコルビル、リン
酸マグネシウムアスコルビル、カロテノイド、レスベラトロール、クエン酸トリエチル、
アルブチン、コウジ酸、アスコルビン酸テトラヘキシルデシル、スーパーオキシドジスム
ターゼ、亜鉛、メタ重亜硫酸ナトリウム、リコピン、ユビキノン、及びこれらの組み合わ
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せが挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００８５】
　ｉｘ．不透明化剤
　調合物には１種以上の不透明化剤が含まれてもよい。不透明化剤は、不透明にするため
に調合物に添加する。好適な不透明化剤としては、ジステアリン酸グリコール及びエトキ
シル化脂肪アルコールが挙げられるが、これらに限定されるものではない。
【００８６】
　ｃ．調合物の形態
　ｉ．スプレー
　調合物はスプレーの形態であってもよい。スプレーには通常、活性剤及び化粧品として
許容可能な担体が含まれる。いくつかの実施形態では、担体は水、または水及びアルコー
ルの混合物である。スプレー調合物は任意に、酸化防止剤、日焼け防止剤、ビタミン、タ
ンパク質、ペプチド、植物エキス、湿潤剤、油、軟化剤、潤滑剤、増粘剤、毛髪調整剤、
ポリマー及び／または界面活性剤を含む。スプレー調合物は防腐剤を含むことが好ましい
。いくつかの実施形態では、調合物は芳香剤を含む。いくつかの実施形態では、調合物は
界面活性剤を含む。いくつかの実施形態では、調合物は水、芳香剤、防腐剤及び活性剤を
含む。いくつかの実施形態では、調合物は水、防腐剤、芳香剤、活性剤及び帯電防止剤を
含む。いくつかの実施形態では、調合物は水、防腐剤、芳香剤、活性剤及び毛髪調整剤を
含む。いくつかの実施形態では、調合物は水、防腐剤、芳香剤、活性剤及び界面活性剤を
含む。
【００８７】
　毛髪スプレー調合物はエアロゾルディスペンサーまたはポンプスプレーディスペンサー
を備える容器から分配してもよい。このようなディスペンサーは当技術分野で公知であり
、様々なメーカーから市販されている。
【００８８】
　噴霧剤
　毛髪スプレー調合物を加圧エアロゾル容器から分配する場合、噴霧剤を使用して調合物
を容器から強制的に外に出してもよい。好適な噴霧剤としては液状化可能ガスまたはハロ
ゲン化噴霧剤が挙げられるが、これらに限定されるものではない。好適な噴霧剤の例には
、ジメチルエーテル、及びプロパン、ｎ‐ブタン、イソ‐ブタンなどの炭化水素噴霧剤、
ＣＦＣ類、ならびにＣＦＣ代替噴霧剤が挙げられる。噴霧剤の使用は単独でも併用でもよ
い。
【００８９】
　噴霧剤の量は調合物に対して約１０重量％～約６０重量％の範囲であってよい。噴霧剤
は２つの隔室のある容器に入れるなど、毛髪修復調合物から分離させてもよい。他の好適
なエアロゾルディスペンサーは、使用前にポンプまたは同等の装置を使用してディスペン
サーに充填することが可能な圧縮空気である噴霧剤を特徴とするディスペンサーである。
従来の非エアロゾルポンプスプレーディスペンサー、すなわち噴霧器も毛髪に調合物を塗
付するために使用してもよい。
【００９０】
　ｉｉ．コンディショナー
　調合物はコンディショナーの形態であってもよい。コンディショナーは通常、好適な担
体中に活性剤を含む。また、コンディショナーとしては、多糖類から誘導されたカチオン
性ポリマー、例えばカチオン性セルロース誘導体、カチオン性デンプン誘導体、カチオン
性グアー誘導体及びカチオン性ローカストビーンガム誘導体、合成カチオン性ポリマー、
これら薬剤の混合物または組み合わせが挙げられる。調合物は他の合成もしくは天然ポリ
マー、または生物学的調製プロセスから誘導されるポリマーを含んでもよく、これらは官
能性であり、例えばカチオン性または中性の基に適している。これらのポリマーは、調合
物に対する安定化もしくは強化作用、及び／または調整作用（皮膚または毛髪の表面上に
沈着）を有してもよい。



(22) JP 6764792 B2 2020.10.7

10

20

30

40

50

【００９１】
　活性剤は好適な濃度であればいかなる濃度で含まれてもよい。コンディショナー中の活
性剤の典型的な濃度は、約０．０１（重量）％、好ましくは少なくとも０．１（重量）％
などの少量から、最大５０（重量）％などの多量まで幅がある。好ましくはコンディショ
ナーは、０．１（重量）％～５（重量）％、より好ましくは０．１重量％～３（重量）％
の範囲の濃度の活性剤を含む。コンディショナー中に高めの濃度の活性剤を含むことが可
能であっても、通常、所望の結果を達成するのにそのような濃度は必要ではない。
【００９２】
　ｉｉｉ．シャンプー
　毛髪修復調合物は、シャンプーの形態であってもよい。シャンプーは通常、好適な担体
中に活性剤を含む。活性剤は好適な濃度であればいかなる濃度で含まれてもよい。シャン
プー中の活性剤の典型的な濃度は、約０．０１（重量）％、好ましくは少なくとも０．１
（重量）％などの少量から、最大５０（重量）％などの多量まで幅がある。好ましくシャ
ンプーは、０．１（重量）％～５（重量）％、より好ましくは０．１（重量）％～３（重
量）％の範囲の濃度の活性剤を含む。シャンプー中に高めの濃度の活性剤を含むことが可
能であっても、通常、所望の結果を達成するのにそのような濃度は必要ではない。
【００９３】
　また、シャンプーは約０．５重量％～約２０重量％の界面活性剤材料を含んでもよい。
シャンプー組成物中に使用する界面活性剤は当技術分野で周知であり、例えばＧａｌｌａ
ｇｈｅｒらの米国特許第６，７０６，２５８号、及びＧｅａｒｙらの米国特許第７，５９
８，２１３号に開示されている。
【００９４】
　ｉｖ．クリーム、ローション、ゲル及び光沢剤
　毛髪、皮膚または爪の修復調合物は、クリーム、ローション、ゲルまたは光沢剤の形態
であってもよい。クリーム、ローション、ゲルまたは光沢剤は通常、好適な担体中に活性
剤を含む。活性剤は好適な濃度であればいかなる濃度で含まれてもよい。クリーム、ロー
ション、ゲルまたは光沢剤中の活性剤の典型的な濃度は、約０．０１（重量）％、好まし
くは少なくとも０．１（重量）％などの少量から、最大５０（重量）％などの多量まで幅
がある。好ましくはクリームまたはローションは、０．１（重量）％～５（重量）％、よ
り好ましくは０．１（重量）％～３（重量）％の範囲の濃度の活性剤を含む。クリームま
たはローション中に高めの濃度の活性剤を含むことが可能であっても、通常、所望の結果
を達成するのにそのような濃度は必要ではない。
【００９５】
　また、当該調合物は、使用によっては油類、毛髪調整剤及び／または増粘剤を含んでも
よい。クリーム、ローション、ゲルまたは光沢剤は芳香剤、植物エキス及び／または界面
活性剤を含んでもよい。クリーム、ローション、ゲルまたは光沢剤はチューブ、タブ、ボ
トルまたは他の好適な容器に封入してもよい。
【００９６】
　ｖ．液体活性剤調合物
　いくつかの実施形態では、液体活性剤調合物が提供され、これは着色またはハイライト
処理調合物などの第２調合物との併用時に混合される。これらの実施形態では、液体活性
剤調合物は、上述のような好適な担体、通常希釈剤中に任意の好適な濃度の活性剤を含ん
でもよい。活性剤の濃度は、活性剤の適切な最終量及び最終濃度で混合物を提供するのに
適している。
【００９７】
　例えば、液体活性剤調合物は、約５（重量）％～約５０（重量）％またはそれ以上の濃
度の活性剤を含むことが可能である。好ましい実施形態では、液体活性剤調合物は、約２
０（重量）％の活性剤を含む。
【００９８】
　ハイライト処理用途では、使用前に、十分量の液体活性剤調合物は、十分量のハイライ
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ト処理調合物と混合し、所望の濃度の活性剤を含むハイライト処理混合物を形成する。ハ
イライト処理混合物中の活性剤の典型的な濃度は、少なくとも約０．０１（重量）％、好
ましくは少なくとも０．１（重量）％などの少量から、最大５０（重量）％などの多量ま
で幅がある。好ましくはハイライト処理混合物は、０．１（重量）％～５（重量）％、よ
り好ましくは０．１（重量）％～３（重量）％の範囲の濃度の活性剤を含む。ハイライト
処理混合物中に高めの濃度の活性剤を含むことが可能であっても、通常、所望の結果を達
成するのにそのような濃度は必要ではない。
【００９９】
ＩＩＩ．使用法
　Ａ．着色剤での毛髪の処理
　ａ．着色調合物の毛髪への塗布
　着色調合物は通常、当業者に公知の通常の毛髪着色手技に従って個人の毛髪に塗布する
。通常、毛髪着色処理には、２つの相補的なプロセス：ブリーチ調合物を塗付して毛髪の
天然色素及び／または毛髪に存在する他の人工的な色素を漂白し、染料前駆体を毛髪に拡
散させること、次いでカップリング反応を行って毛幹内に発色団を形成することが含まれ
るが、この発色団は大きすぎて毛髪から拡散できない。ブリーチ調合物は通常、毛髪を脱
色し、遊離チオール基を生成するブリーチ処理剤を含有する。毛髪着色調合物は、ブリー
チ処理粉末及び顕色剤を混合することによって形成されるようなハイライト処理調合物で
あってもよい。より複合的な顔料は数種の前駆体及び多数の発色剤を含んでもよく、複数
の反応に関与する場合もある。
【０１００】
　染料前駆体は、それぞれ異なる機能を有する数種の成分を含んでもよい。第１の成分は
通常、アルカリ化剤である（通常、モノエタノールアミン［ＭＥＡ］などのアンモニア及
び／またはアンモニア代替物）。アルカリ化剤は、毛髪繊維を膨張させて染料前駆体の拡
散を補助することを含む毛髪着色剤プロセスにおいて多くの役割を担う。染料前駆体は通
常、ｐ‐ジアミン及びｐ‐アミノフェノールを含む。前駆体は、毛幹に浸透すると、酸化
されて活性中間体になる。中間体はその後、発色剤と反応し、洗浄耐性染料を形成する。
より具体的には、中間体は酸化剤の存在下で、別の酸化染料中間体分子と結合し、毛幹内
に大型の縮合環顔料化合物を形成する。縮合環生成物が大きすぎて毛幹に浸透できないこ
とから、前駆体中間体はカップリング反応に先立って毛幹に浸透する必要がある。発色剤
は前駆体化合物の酸化により生成される色を改変する。半持続的な製品と持続的な製品と
の間の主な違いは、アルカリ化剤及び過酸化物濃度である。キューティクルは、半持続的
な染料の場合では大きく膨張せず、持続的着色製品と比較して染料の浸透の効率を低くし
ている。
【０１０１】
　数種の着色調合物は硫酸水素ナトリウムなどの還元剤を使用し、毛髪中のジスルフィド
結合を切断し、毛髪着色染料が毛髪へより深く浸透することを可能にする。具体的には、
当該方法には、水素結合を切断しながら毛幹中のシスチンのジスルフィド結合の一部を還
元してチオール基にすることが含まれる。この還元プロセスにより不都合な毛髪の化学的
及び化粧料的特性が変化する。
【０１０２】
　毛髪染色プロセスの後にシャンプー及びコンディショニング処理を行ってもよく、中和
リンスまたは酸バランス調整シャンプーには、カチオン性または両性界面活性剤の他にカ
チオン活性軟化剤及び第四級ポリマーが含まれている。あるいは、毛髪染色プロセス後、
シャンプー及び／またはコンディショニング処理前に本明細書に記載の活性剤調合物を塗
布してもよい。
【０１０３】
　ｂ．毛髪への活性剤調合物の塗布
　活性剤調合物は、毛髪着色調合物と同時に、または毛髪着色調合物塗布の後に塗布して
もよい。例えば、活性剤調合物は毛髪着色処理剤と混合してもよく、活性剤及び毛髪着色
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処理剤の両方を含む混合物を毛髪に塗布してもよい。
【０１０４】
　あるいは、毛髪を着色した後に活性剤またはその調合物を毛髪に塗布する。活性剤は通
常、着色処理と同日中に塗布するが、還元剤処理から１～２週間以内など、更に後に塗布
してもよい。通常、塗付される活性剤調合物（または活性剤調合物及び毛髪着色調合物の
混合物）の量は毛髪を飽和状態にするのに十分な量とする。活性剤は一回の塗布で毛髪に
塗布してもよく、または活性剤の塗布は１回以上繰り返してもよい。通常、各塗布に適用
される活性剤調合物の量は、毛髪を飽和状態にするのに十分な量とする。各塗布で毛髪に
塗布する活性剤調合物の体積は、毛髪の長さ及び体積に応じ、１人当たり約１～約１００
ｍＬにしてもよい。いくつかの実施形態では、活性剤の塗布は、最初の塗布の直後（例え
ば１０～１５秒以内）に、または約１、５、７．５、１０、１２．５、１５、１７．５も
しくは２０分後に再度行うことが可能である。
【０１０５】
　活性剤は、塗布の直後、例えば１０、１５、２５、３０、４５もしくは６０秒後、また
は塗布から２、３、４もしくは５分後に、毛髪からすすぐか、またはシャンプーで洗浄す
ることが可能である。あるいは、活性剤は毛髪のタイプに応じて、塗付後約３０分以内に
、好ましくは活性剤の毛髪への塗布から約５分～約２０分、更に好ましくは約１０分後に
、毛髪からすすいでもよい。
【０１０６】
　活性剤調合物を毛髪着色処理剤と併用し、混合物として毛髪に塗布する場合、該混合物
は毛髪着色処理に必要な時間、毛髪上に留置する。通常、混合物は約１０分間塗布する。
該混合物塗布から約１０分後に、毛髪着色処理の標準的な方法、例えばリンス及びシャン
プーに従って、混合物は毛髪から除去する。
【０１０７】
　活性剤調合物は塗布後に毛髪からすすぐ。毛髪をすすぎ、続いて活性剤の最終塗布直後
（例えば塗布から１０～１５秒以内）に洗浄してもよい。好ましくは、活性剤の最終塗布
から約１０分後またはそれ以上の時間経過後、例えば活性剤の毛髪への再塗布から約１５
分～約３０分後、任意で約２０分後に、毛髪をすすぎ、また／あるいは洗浄する。
【０１０８】
　活性剤は通常、塗付と同じ日に個人の毛髪から洗浄する。対照的に、過酸化水素のみを
使用する（および活性剤の添加を伴わない）従来のパーマ剤は通常、塗付から少なくとも
４８時間は洗浄しない（従来のパーマ処理から４８時間経過する前に毛髪を洗浄すると、
毛髪のカールの程度が著しく低下し、および／あるいは毛髪がダメージを受ける場合があ
る）。
【０１０９】
　本明細書に記載の調合物は外観（例えば光沢）や感触などの髪質を改善し、毛髪を着色
またはウェーブパーマなどの処理に供したときの切れ毛を減少させる。
【０１１０】
　いくつかの実施形態では、切れ毛は、同じ個人の未処理毛髪と比較して、活性剤処理後
では５、１０、１５、２０、２５、３０、３５、４０、４５もしくは５０％またはそれ以
上減少する。切れ毛は、着色及び他の処理中に発生する重大な問題である。
【０１１１】
　Ｂ．還元剤による毛髪の化学処理
　１実施形態では、活性剤による処理に先立って、毛髪をウェーブ処理（本明細書では毛
髪パーマまたはウェーブパーマとも称する）及び／または毛髪のカール処理に使用する還
元剤に供している。
【０１１２】
　ａ．還元剤の毛髪への塗布
　毛髪をウェーブ処理またはカール処理する際の第１工程は、システインジスルフィド結
合を切断して遊離チオール部分を形成することである。システインジスルフィド結合を切
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断するプロセスは還元剤の塗布を介する。還元剤を塗布するプロセスは当業者に公知の以
下の通常のパーマ処理や縮毛矯正手技を含む。例えばパーマ毛髪では、毛髪は最初に洗浄
し、多様なサイズのパーマ用ロッドにセットする。第２に、チオグリコール酸還元溶液ま
たはローションなどの還元剤を毛髪に塗布する。毛髪は指定した時間静置し、その後チオ
グリコール酸溶液を毛髪からすすぐ。
【０１１３】
　このプロセス中の過酸化水素の塗布は任意である。事前に化学的に処理された毛髪を処
理する場合など、いくつかのプロセスでは、過酸化水素は通常使用しない。バージン毛髪
をパーマ処理する場合などの他のプロセスでは、過酸化水素を添加してもよい。これらの
実施形態では、過酸化水素は通常、還元剤をすすいだ後に添加する。次いで、活性剤を添
加する前に過酸化水素を毛髪からすすぐ。
【０１１４】
　ｂ．活性剤の塗布
　還元処理の後に、１種以上の活性剤またはその調合物を毛髪に塗布する。薬剤は通常、
還元剤での処理と同日中に塗布するが、それは還元剤での処理から１～２週間以内など、
後に塗布してもよい。
【０１１５】
　通常、塗付される活性剤調合物の量は毛髪を飽和状態にするのに十分な量とする。薬剤
は一般的に、毛髪のウェーブまたはカールが所望のレベルになった後に毛髪からすすぎ、
シャンプーで洗浄する。いくつかの実施形態では、活性剤は、活性剤の最終塗布の直後（
例えば塗布から１０、１５、２５、３０、４５または６０秒以内）に、毛髪からすすぐ。
あるいは、毛髪のタイプに応じて、塗付後約３０分以内に、好ましくは活性剤の毛髪への
最終塗布から約５分～約２０分、更に好ましくは約１０分後に、毛髪をすすぎ、洗浄して
もよい。活性剤は塗付から１０、１５、２５、３０、４５、６０秒以内に毛髪からすすぎ
、更に所望レベルの毛髪のウェーブまたはカールを得ることができる。
【０１１６】
　活性剤は、一回の塗布で毛髪に塗布してもよく、または活性剤の塗布は１回以上繰り返
してもよい。通常、各塗布に適用される活性剤調合物の量は、毛髪を飽和状態にするのに
十分な量とする。いくつかの実施形態では、各塗布において毛髪に塗布される活性剤調合
物の体積は、パーマ用ロッド１個当たり約１～約１０ｍＬである。いくつかの実施形態で
は、活性剤の塗布は、最初の塗布の直後（例えば１０～１５秒以内）に、または約１、５
、７．５、１０、１２．５、１５、１７．５もしくは２０分後に再度行うことが可能であ
る。いくつかの実施形態では、２回目の塗布は１回目の塗布から約７分～約１０分後であ
る。
【０１１７】
　活性剤は塗布後に毛髪からすすぐ。毛髪をすすぎ、活性剤の最終塗布直後（例えば塗布
から１０～１５秒以内）に洗浄してもよい。あるいは、活性剤の最終塗布から約１０分後
またはそれ以上の時間経過後、例えば活性剤の毛髪への再塗布から約１５分～約３０分後
、好ましくは約２０分後に、毛髪をすすぎ、洗浄してもよい。
【０１１８】
　活性剤は通常、塗付と同じ日に個人の毛髪から洗浄する。対照的に、過酸化水素のみを
使用する（および活性剤の添加を伴わない）従来のパーマ剤は通常、塗付から少なくとも
４８時間は洗浄しない（従来のパーマ処理から４８時間経過する前に毛髪を洗浄すると、
毛髪のカールの程度が著しく低下し、および／あるいは毛髪がダメージを受ける場合があ
る）。
【０１１９】
　本明細書に記載の調合物は外観（例えば光沢）や感触などの髪質を改善し、毛髪を着色
など次の処理に供したときの切れ毛を減少させるために毛髪に塗布され得る。
【０１２０】
　いくつかの実施形態では、切れ毛は、同じ個人の未処理毛髪と比較して、活性剤塗布後
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では５、１０、１５、２０、２５、３０、３５、４０、４５もしくは５０％、またはそれ
以上減少する。切れ毛は、着色及び他の処理中に発生する重大な問題である。
【０１２１】
　Ｃ．活性剤による皮膚または爪の処理
　１実施形態では、１種以上の活性剤を含む調合物を皮膚または爪に塗布する。皮膚や爪
への活性剤調合物の塗布は自然の摩損及び自然の老化により損傷したジスルフィド結合の
修復を補助することが可能である。
【０１２２】
　いくつかの実施形態では、活性剤調合物は、皮膚または爪への塗布に適したクリームま
たはローションの形態である。他の実施形態では、活性剤調合物は、爪への塗布に適して
いるゲルまたは光沢剤の形態である。通常、塗付する活性剤調合物の量は、皮膚または爪
の損傷したケラチンを処理するのに十分な量とする。活性剤調合物は、１回の塗布で皮膚
もしくは爪に塗布してもよく、または、ケラチンの損傷を修復して、および／あるいは皮
膚もしくは爪を強化する所望の効果を達成するために、調合物の塗布は必要に応じて１回
以上繰り返してもよい。
【０１２３】
ＩＶ．キット
　毛髪を処理するためのキットを提供する。１実施形態では、キットは通常、毛髪を着色
するための第１調合物を含む。毛髪着色調合物は通常、毛髪中のジスルフィド結合を還元
して遊離チオール基を生成することが可能な還元剤を含む。キットは有効量の活性剤を含
有する第２調合物も含む。
【０１２４】
　キットには更に、顕色剤ボトル、グローブ、シャンプー、コンディショナー及び／また
は脱臭剤が備えられてもよい。通常、キットの使用説明書も備えられている。
【０１２５】
　確実に脱色剤（例えば過酸化物）または着色剤を活性剤と別に保存するため、キットに
は通常、複数の容器（または所与の容器内にある複数の隔室）が備えられている。
【０１２６】
　ａ．第１調合物
　キット内の第１調合物は着色処理剤とすることが可能である。第１調合物は、毛髪への
塗布前に一緒に混合し得る２種以上の成分として調合してもよい。例えば、第１調合物は
、染料前駆体及び酸化剤などの２成分の形態であってもよい。通常、毛髪着色調合物には
、毛髪中のジスルフィド結合を還元し、還元した遊離チオール基を生成することが可能な
還元剤が含まれる。好適な還元剤としては、チオグリコール酸、チオ乳酸、ジヒドロリポ
酸塩、チオグリセロール、メルカプトプロピオン酸、重亜硫酸ナトリウム、二硫化アンモ
ニウム、ホルムアルデヒドスルホキシル酸亜鉛、ホルムアルデヒドスルホキシル酸ナトリ
ウム、メタ重亜硫酸ナトリウム、水素化ホウ素カリウム、ペグ化チオール及びヒドロキノ
ンが挙げられるが、これらに限定されるものではない。第１調合物中の還元剤の量は、当
業者に理解されているように毛髪着色成分を効果的に拡散させるために十分な数のジスル
フィド結合を分断するのに十分な量とする。
【０１２７】
　第１調合物の成分は、目的の毛髪着色処理（やや持続的、半持続的または持続的毛髪着
色など）、毛髪の質感、使用者の皮膚の感受性等によって異なってもよい。異なる毛髪着
色処理、毛髪の質感及び毛髪感受性のための毛髪着色調合物は当業者に公知である。
【０１２８】
　ｂ．活性剤調合物
　第２調合物は、１種以上の活性剤を有効量で含む。活性剤を含む好適な調合物は上記に
述べている。第２調合物は、好適な形態であればどのような形態であってもよい。好適な
形態としては、低度～中程度粘性液体、ローション、乳剤、ムース、スプレー、ゲル、ク
リーム、シャンプー、コンディショナー等が挙げられるが、これらに限定されるものでは
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ない。第２調合物は該調合物の形態に依存して好適な容器中に入れることになる。
【０１２９】
　１実施形態では、活性剤調合物は、２種以上の別にされた成分として提供される。例え
ば活性剤は密封パッケージ内の乾燥粉末として提供し、賦形剤はバイアルまたは他の容器
中に提供してもよい。活性剤及び賦形剤に好適な混合容器を提供してもよい。
【０１３０】
　いくつかの実施形態では、活性剤調合物（または第２調合物）は、第１調合物（または
毛髪着色処理剤）と混合し、その混合物を毛髪に塗布する。
【０１３１】
　ｃ．キット内の他の材料
　キットは任意で、シャンプー及びコンディショナーを含む。好適なシャンプー及びコン
ディショナーとしては、ＬｉＱＷｄ（登録商標）のＨｙｄｒａｔｉｎｇ　Ｓｈａｍｐｏｏ
及びＬｉＱＷｄ（登録商標）のＨｙｄｒａｔｉｎｇ　Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｅｒが挙げられ
るが、これらに限定されるものではない。
【０１３２】
　キットは更に脱臭剤を含んでもよい。脱臭剤は第１もしくは第２調合物またはこれらの
混合物に組み込むことが可能である。あるいは、第２調合物を毛髪から洗浄する前または
後に、使用に好適な容器内に脱臭剤を入れる。数種の好適な脱臭剤が当業者に公知である
。
【０１３３】
　開示された方法及び調合物は、変更可能であるため、記載されている特定の方法論、プ
ロトコル及び試薬に限定されないことは理解されているものとする。また、本明細書で使
用される用語は特定の実施形態のみを説明する目的であり、本発明の範囲を限定すること
を意図するものではなく、これは添付の特許請求の範囲によってのみ限定されることも理
解されているものとする。
【実施例】
【０１３４】
実施例１：活性剤調合物で処理した着色毛髪の保色性及び質感
　概要
　ヒト被検体から３つの毛髪サンプルを取得し、横幅１／２インチに切断した。
　着色調合物：パーマ毛髪着色調合物をＬ’Ｏｒｅａｌ（登録商標）のｐｅｒｍａｎｅｎ
ｔ　ｈａｉｒ　ｃｏｌｏｒｉｎｇ　ｓｅｒｖｉｃｅ（Ｌ’Ｏｒｅａｌ（登録商標）　Ｍａ
ｊｉｒｅｌ　ｐｅｒｍａｎｅｎｔ　ｃｏｌｏｒ　＃１０、２０ボリューム過酸化物）から
取得した。
　活性剤調合物：１０ｇの全溶液（水）中、２００ｍｇの濃度のマレイン酸を使用した。
【０１３５】
　方法
　毛髪サンプルを清浄シャンプーで洗浄し、次いでタオルで乾燥した。その後、サンプル
をＬ’Ｏｒｅａｌ（登録商標）のｐｅｒｍａｎｅｎｔ　ｈａｉｒ　ｃｏｌｏｒ　ｓｅｒｖ
ｉｃｅで着色し、これを約３５～４０分間毛髪サンプル上に放置した。
【０１３６】
　次いで、第１の着色処理した毛髪サンプル（「対照」）をすすぎ、Ｌｉｑｗｄ（登録商
標）のＨｙｄｒａｔｉｎｇ　Ｓｈａｍｐｏｏ及びＣｏｎｄｉｔｉｏｎｅｒで５回洗浄し、
その後撮影した。
【０１３７】
　活性剤調合物は、スプレーボトルを介して第２及び第３の着色処理された毛髪サンプル
に塗布し、指でマッサージした。活性剤調合物は第２毛髪サンプル上で約１分間放置し、
第３サンプル上で約１０分間放置した。次いで毛髪サンプルをすすいだ後、試験する前に
Ｌｉｑｗｄ（登録商標）のＨｙｄｒａｔｉｎｇ　Ｓｈａｍｐｏｏ及びＣｏｎｄｉｔｉｏｎ
ｅｒで５回洗浄した。
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【０１３８】
　結果：
　活性剤調合物で処理した毛髪サンプルは対照と比較して、保色性の向上、輝度の増加及
び縮れの減少を示した。活性剤調合物で処理した毛髪サンプルは対照と比較して、感触が
滑らかであり、縮れの低下を伴い、光沢が加わり、全体的により健康的な外観を得ていた
。
【０１３９】
実施例２：従来通りにパーマ処理した毛髪と、活性剤調合物を使用してパーマ処理した毛
髪との保色性の比較
　方法
　ヒト被検体から得た横幅１／２インチの毛髪サンプルを清浄シャンプーで洗浄し、次い
でタオルで乾燥した。チオグリコール酸アンモニウムまたはジチオスレイトールを目の粗
い櫛及び目の細かい櫛で毛髪を通して数回機械的に引きのばし、その後、１０分～１時間
毛髪上に放置した。その後、毛髪を水で３０秒～１分間すすぎ、タオルで乾燥した。
【０１４０】
　実施例１に記載の活性剤調合物（水中マレイン酸）はその後、ニードルノーズ塗布器に
より塗付し、毛髪を浸し、それを７．５分間放置した。この工程は、合計で１５分間繰り
返した。その後、毛髪を１～２分間すすぎ、シャンプーで洗浄し、次いで、ＬｉＱＷｄ（
登録商標）のＨｙｄｒａｔｉｎｇ　Ｓｈａｍｐｏｏ及びＨｙｄｒａｔｉｎｇ　Ｃｏｎｄｉ
ｔｉｏｎｅｒなどの様々なサロンシャンプー及びコンディショナーのブランドでコンディ
ショニングした。
【０１４１】
　毛髪の第２サンプルを上述と同様に縮毛矯正したが、活性剤調合物の代わりに過酸化水
素を使用した。毛髪サンプルを洗浄し、繰り返しコンディショニングした。
【０１４２】
　毛髪の色の比較：
　ＬｉＱＷｄ（登録商標）のＨｙｄｒａｔｉｎｇ　Ｓｈａｍｐｏｏ及びＬｉｑｗｄ（登録
商標）のＨｙｄｒａｔｉｎｇ　Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｅｒを使用して両方の毛髪サンプルを
５回洗浄した後、保色性についてサンプルを試験した。
【０１４３】
　結果
　活性剤調合物で処理した毛髪サンプルは、過酸化水素で処理した毛髪と比較して、第１
洗浄前の毛髪サンプルに近い色強度を呈した。
【０１４４】
実施例３：ハイライト処理調合物と同時に活性剤調合物で処理した毛髪と、ハイライト処
理調合物のみで処理した毛髪との比較
　実施例１の活性剤調合物は１０ｇの全溶液（水）中、２．０ｇの濃度のマレイン酸を含
んでいた。
【０１４５】
　ヒト毛髪の２つの見本を試験した。同一の頭部からサンプルを幅１インチで取得し、半
分に分割した。色はミディアムブラウンであり、以前に未知のプロ仕様の毛髪着色剤で着
色処理した色であった。
【０１４６】
　活性剤調合物と混合した従来のハイライト処理成分で、幅１／２インチ及び長さ８イン
チの見本１を脱色した。１オンスのＪｏｉｃｏ　Ｖｅｒｏｃｏｌｏｒ　Ｖｅｒｏｘｉｄｅ
顕色剤‐２０ボリュームと、１オンスのＪｏｉｃｏ　Ｖｅｒｏｌｉｇｈｔ粉末ブリーチ剤
とを混合し、ハイライト処理調合物を形成した。その後、９ｍＬの活性剤調合物をハイラ
イト処理調合物に添加し、混合物を形成した。
【０１４７】
　アルミ箔状に置いて見本１の毛髪に混合物を塗付ブラシで塗付した。次に見本を箔で包
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み、３５分間処理した。見本をすすぎ、１回シャンプーで洗浄した。
【０１４８】
　幅１／２インチ及び長さ８インチの対照の見本２を、活性剤調合物を使用せずに従来の
ハイライト処理成分で脱色した。１オンスのＪｏｉｃｏ　Ｖｅｒｏｃｏｌｏｒ　Ｖｅｒｏ
ｘｉｄｅ顕色剤‐２０ボリュームと、１オンスのＪｏｉｃｏ　Ｖｅｒｏｌｉｇｈｔ粉末ブ
リーチ剤とを混合し、クリーム状の稠度を持つハイライト処理調合物を形成した。
【０１４９】
　アルミ箔状に置いて見本２の毛髪にハイライト処理調合物を塗付ブラシで塗付した。次
に見本を箔で包み、３５分間処理した。見本をすすぎ、１回シャンプーで洗浄した。
【０１５０】
　結果
　見本１と見本２との間で髪質の顕著な違いが観察された。見本１の毛髪は対照の見本２
より柔らかく、縮れもなく、水和性があり、より光沢があった。
【０１５１】
　両見本を洗浄し５回以上コンディショニングし、見本１（ハイライト処理調合物及び活
性剤調合物の混合物で処理）には対照の見本２（ハイライト処理調合物のみで処理）と比
較して同様に顕著な利点が見られた。
【０１５２】
実施例４：ブリーチ処理調合物で処理して同時に活性剤調合物を塗付した毛髪と、ブリー
チ処理調合物のみで処理した毛髪との比較
　概要
　ヒト被検体から２つの毛髪サンプルを取得し、横幅１／２インチに切断した。
【０１５３】
　方法
　（１）０．５オンスの粉末脱色剤（Ｃｌａｉｒｏｌ　Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ、Ｂａ
ｓｉｃ　Ｗｈｉｔｅ）及び０．５オンスのコンディショニングクリーム顕色剤（Ｒｅｄｋ
ｅｎ、Ｂｌｏｎｄｅ　Ｉｃｉｎｇ）を併用し、ブリーチ処理混合物を形成した。３．５ｇ
の２‐（メタクリロイルオキシ）エタン‐１‐アミニウム（Ｚ）‐３‐カルボキシアクリ
レート（水中１２重量％）をブリーチ処理混合物に添加し、ブラシで完全に混合した。
【０１５４】
　（２）毛髪束を完全にコーティングするために、調製済みのブリーチ処理混合物を毛髪
の見本にブラシで塗った。混合物でコーティングした毛髪はアルミニウム紙で包み、２時
間、周囲条件下で静置した。
【０１５５】
　（３）２時間漂白した後、毛髪の見本をシャンプーで洗浄し、次いで毛髪を空気乾燥し
た。
【０１５６】
　結果
　見本１と見本２との間で髪質の顕著な違いが観察された。見本１の毛髪では識別可能な
切れ毛はなく、感触も良く、健康的な外観を呈していることが示され、一方、対照（ブリ
ーチ処理調合物のみで処理）は切れ毛があり、感触が粗く、擦り切れ、不健康な外観を呈
していた。
【０１５７】
実施例５：ブリーチ処理調合物で処理して同時に活性剤調合物を塗付した毛髪と、ブリー
チ処理調合物のみで処理した毛髪との比較
　概要
　ヒト被検体から２つの毛髪サンプルを取得し、横幅１／２インチに切断した。
【０１５８】
　方法
　（１）０．５オンスの粉末脱色剤（Ｃｌａｉｒｏｌ　Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ、Ｂａ
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ｓｉｃ　Ｗｈｉｔｅ）及び０．５オンスのコンディショニングクリーム顕色剤（Ｒｅｄｋ
ｅｎ、Ｂｌｏｎｄｅ　Ｉｃｉｎｇ）を併用し、ブリーチ処理混合物を形成した。３．５ｇ
のプロパ‐２‐エン‐１‐アミニウム（Ｚ）‐３‐カルボキシアクリレート（水中１０重
量％）をブリーチ処理混合物に添加し、ブラシで完全に混合した。
【０１５９】
　（２）毛髪束を完全にコーティングするために、調製済みのブリーチ処理混合物を毛髪
の見本にブラシで塗った。混合物でコーティングした毛髪はアルミニウム紙で包み、２時
間、周囲条件下で静置した。
【０１６０】
　（３）２時間漂白した後、毛髪の見本をシャンプーで洗浄し、次いで毛髪を空気乾燥し
た。
【０１６１】
　結果
　見本１と見本２との間で髪質の顕著な違いが観察された。見本１の毛髪では識別可能な
切れ毛はなく、感触も良く、健康的な外観を呈していることが示され、一方、対照（ブリ
ーチ処理調合物のみで処理）は切れ毛があり、感触が粗く、擦り切れ、不健康な外観を呈
していた。
【０１６２】
実施例６：従来のパーマとマレイン酸を使用するパーマとの比較
　概要
　ヒト被検体から毛髪サンプルを取得し、横幅１／２インチに切断した。
　還元剤：チオグリコール酸アンモニウム（ＡＴＧ）をＺｏｔｏｓ製のウェーブパーマキ
ットから入手した。また、３００ｍｇのジチオスレイトールを含む溶液１０ｇを還元剤と
して使用した。
　活性剤調合物：全溶液（水）１０ｇ中２００ｍｇの濃度のマレイン酸を使用した。
【０１６３】
　方法
　活性剤を使用して毛髪をパーマ処理する方法
　毛髪を清浄シャンプーで洗浄し、タオルで乾燥し、次いでパーマロッドに巻き付けた。
その後、チオグリコール酸アンモニウムまたはジチオスレイトールを毛髪に塗布し、毛髪
上に１０分～１時間放置した。その後、毛髪を３０秒～１分間すすいだ後、タオルで吸い
取り乾燥した。
【０１６４】
　活性剤調合物をニードルノーズ塗布器により毛髪に塗付し、毛髪を浸した。活性剤調合
物を毛髪上に約７．５分間放置した。毛髪を２度活性剤調合物に浸し、２度７．５分間放
置し、合計で１５分間放置した。その後、毛髪を約１～２分間水ですすぎ、次いでパーマ
ロッドから解いた。毛髪をパーマロッドから解いた後、毛髪をシャンプーで洗浄し、Ｌｉ
ＱＷｄ（登録商標）のＨｙｄｒａｔｉｎｇ　Ｓｈａｍｐｏｏ及びＨｙｄｒａｔｉｎｇ　Ｃ
ｏｎｄｉｔｉｏｎｅｒなどの様々なサロンシャンプー及びコンディショナーのブランドで
コンディショニングした。洗浄及び乾燥工程を４０回繰り返した。
【０１６５】
　活性剤調合物の代わりに過酸化水素を使用した以外は、上述と同様に毛髪の第２の部分
をパーマ処理した。
【０１６６】
　結果
　両パーマ剤（活性剤調合物または過酸化水素を使用）では、同じシャンプー及びコンデ
ィショナーで洗浄及び乾燥を４０回行った後、全体的なカールがやや減少しただけであっ
た。しかし、活性剤調合物を使用したパーマの外観及び触感は過酸化水素を使用したパー
マと比較して光沢があり、縮れが少なかった。
【０１６７】
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実施例７：従来のパーマ剤及び活性剤調合物の塗布を繰り返したことに起因する切れ毛の
比較。
　方法
　２つの毛髪サンプルを得た。両サンプルを実施例４に記載したようにジチオスレイトー
ルまたはチオグリコール酸アンモニウムで処理した。次いで、毛髪サンプルの一方を活性
剤調合物（水中マレイン酸）で処理し、他方を過酸化水素で中和した。活性剤調合物で処
理した毛髪については、同日にプロセスを完了した。過酸化水素（従来のパーマ剤）では
、３日後にプロセスを完了した。
【０１６８】
　各毛髪サンプルについて、この手順を４８時間かけて３回繰り返した。
【０１６９】
　結果
　目視検査の際、活性剤調合物で処理した第２毛髪サンプルでは、切れ毛の形跡はほぼな
いか、または全くなかった。しかし、過酸化水素で処理した第１毛髪サンプルではかなり
の切れ毛があった。
【０１７０】
実施例８：日本製の縮毛矯正剤で事前に縮毛矯正した毛髪へのダメージの程度の比較
　方法
　２種の毛髪サンプル、日本製の縮毛矯正剤（Ｙｕｋｏ）で事前に縮毛矯正処理した第１
サンプル、及びｎｏ　ｌｙｅ縮毛矯正剤（Ａｆｒｉｃａｎ　Ｐｒｉｄｅ　Ｍｉｒａｃｌｅ
　Ｄｅｅｐ　Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｉｎｇ）で事前に縮毛矯正処理した第２サンプルを得た
。活性剤調合物（水中マレイン酸）を使用した実施例４及び５に記載のように、サンプル
を処理した。
【０１７１】
　ｎｏ　ｌｙｅ縮毛矯正剤（Ａｆｒｉｃａｎ　Ｐｒｉｄｅ　Ｍｉｒａｃｌｅ　Ｄｅｅｐ　
Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｉｎｇ）で事前に縮毛矯正処理した別の毛髪サンプルを得た。そのサ
ンプルを従来の毛髪ストレートパーマ剤（Ｚｏｔｏｓ）で処理した。
【０１７２】
　結果
　活性剤調合物で処理した毛髪サンプルには顕著なダメージは見られなかった。しかし、
従来のパーマ剤で処理したサンプルには、塗付中でさえかなりの切れ毛が見られた。
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